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舶用空氣圧縮機
30kg/cm'

75m3/h

デイゼル機開1世勤用共他
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卒安丸（日本郵船）

昭祁26年1月.7日竣工‐

西日本亜工業長崎迭船所建避

蛋（垂線間)132.00m

幅（‐型)18.00m

深（’2。)10.00m

総 噸 数 6 , 8 0 0 T

蓮力哩.5Kn.

機関,（ヂーゼル)5,000HP

戸

ワグ一一ー一幸マゾー

天城山丸(豆井舩舶）

昭和25年11ﾉ13011進水

.;井遥舟ﾙ玉野製作"雌迭

K12R.00m

Wi18.00m

深‘11.00m

総噸数7,000T-

蓮ノj14.9Kn

機関（ヂーゼル).l,050HP
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昭和25年12月25日進水日立迭鯛妥協工場建進
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機関（説ニゼル)5,000HP
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日令丸の輕 金塵構造
、

(n立迭船所の鋪5次新造船)｡

、北川武 夫

廊眞ユ

軽金厩を船舶に応用する問題は，戦後日本造船界の関心 日！・造雑本職癖究所考案のテスト扇タンク左側面

、を引き，各方面で研究されつつあるが，当日立造船桜鴎造 の半分の黒い部分は，職鋸板である。

総所建造の第5次A型日令丸は，飴主日燕汽船株式会斌の－
理解ある抑希望に‘より，上部構造にアルミ合金を試用した鋼材に使用する赤色顔料に,"デキストリンを入れて使用し、

その工作に関係した当事者として実状を紹介する次第であた。アルミ材料に対ずる顔料の化学作用は，問題にならなp8

．い 程 度 で あ っ た 。 、
る。

・ 謹 厳 加 ェ

材科 切 断 す る 場 合 , 上 匁下匁の間隔が，，粍以内な.ら，切断

。従来飛ｲj機に使川された，銅系合金のデュラルミンは，後の返りは，些少なもので，取扱い中に取れて無くなる程
耐蝕性に雌点があるので，使用に適せず，マグネシウム合度である。

穿孔用の錐は，軟鋼川のもの．と併用出来る｡＆
企で嘘金属仮説絡め56Sの'/gH材を川いた。
使用した重量は，約3屯で，板鰄ま5.5粍の厚さ’型材従って錐角度は約140.,回転数は300乃至400回転毎分
は一番大きい物で，125粍の渉型材である。それにピ.ラー送りは0.15極毎秒前後と言う所である。薄物の為でもあっ
州として，75粍の丸棒と，13粍乃至19粍の鋲材とを用いたが，潤滑液は使わなかった。
た。＝皿取りも軟鋼の場合と同じで,三枚匁の皿錐で十分であ
ml'鋼金屈の製品で’傷のつかない様に全部菰包みで迭らる。ただ材料が戦いので，錐がズレない鎌，芳干に熟練が

必要である。
れて来た。

本船に使剛した範囲は，最上部め羅針甲板と’その下のポンスは本船には，採月1しなかったが，軟鋼の場合と同
様に，容易に加工出来る。ダイスの間顔が少い(約0.]粍〕

操舵室の周囲の葺壁とである。
と，多少粘着するが，油を塗れば防止できる。間隙が大き、

工作法 くても，1．0粍位迄なら，加工後の返りは，大したもので

木船の部材を加工する前に;工作法を研究する為,テスない。
1､タンク〔写眞1〕を試作してみたが，これはアルミ材料術以上の加工の場合，凋料をクランプするのに，ボール
取扱いに憤れると言う点からも，娃非必要なことである。紙その他の挾み物は，必要ないようである9

撰鉄加工
木鐇の場合はｴ程及び制料入手関係等で，タンクの試作半
ばにして，木部材の加ェ組立に蒜手したが，術に木工索に板の折曲げでは,,曲げ半径3.5t(tは板厚〕でも3割
先行して，タンクを作って行ったのでbn的は達せられ卿が入り全部熱間加工を行った。

段下げ加工は，軟鋼と剛羨に出来るが，ただ段下げの流
た6

工作法は,内業加工外業組立ともに,現在の設備壱一|＝れが約3.5t[tは抜厚)で,軟鋼の場合の2.5t乃至3.0t
分やって行ける。細部の工作法については，よりベターなより大きくなる，又段下げの時に挟むライナーには，面を
方法も考えられるが,造職業の実態を考えて，相当大胆なとって溶かないと，材料に傷をつける。

熱間加エの湿度は約360｡Cであるが，温腿識別する方法
結飾を出し､て兄た。

罫書としては，白ペンキを塗って淡き，これが狐色に変る頃が
メーカーより選られて来る材料には,多戯に油がついて大体以上の温度に近い｡炉で温める場合陥が直接材料,こあ

いて，雛が乗りにくい。ウエスか叉ほ鋸くずで油を拭い取たると肌を傷めるので’コークス炉の上に，灘鉄板を敷い
て，その上に材料を乗せて焼いた。

らねばならない。

罫欝の色は，黒よりも赤又は白の方が見え易く，本船は撰鉄加工は，75粍の山形材で,IMIげ半径が150粍位なら
処 －－ 7－－

＝、 、
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グラインダーは，軟鋼用のものは，全然使
用出来ない。硬質グラインダーも，粒庇硬さ
の選択に無理があった為，除り放識よくなく
専ら普通のヤスリを使った。

材料の熱伝導が大き心ので，露天で材料を
扱うのは，寒暑厳しいときば，素手では不可
能である。

〆

溶接 エ事

瓦斯溶接は，友金を用いて，普通の方法で
やれる。デポジットは，母材と何等変りなく
ハツリ仕上げると,軟鋼における電環淋接の
代用が出来る。

電気溶接は，純アルミなら充分出来るが，

56Sの方は，一寸むつかしく，現在研究中で
ある。

製鋲絞鋲

製鋲には軟鋼用磯恢を用いた。冷間加工で

あるが，一押しで頭をプレスすると，肉の流

れが悪く，2：3回押して頭を作った。その
為軟鋼の場合の約2倍の手IM1がかかった。

銭兵ハンマーは瓜生製5吋，又はコーキン

鉄砲を使用した。絞浜には非常にII!f職lがかか
り，軟鋼鋲の'/息位しか打てなかった。
銭葵によって，板がずれ，孔が合わなくなる

問題は，大した事なくl･ヂ浜を先きに打って
防止につとめた。

鋲径と孔径との差はョ各鋲径とも1粍とし

た。鋲の締りを，よくする為には相当lif間を

掛けて，丁寧に打つ必要がある。尚製鋲銭鋲

ともに，材料を焼鈍する事も考えられるが，

総合的判断よりして，全部'/2H材の,雛で，加
工銭鋲した。′

己

－

葛 眞2旬
地上にて前方より見る。一雨側のwIIIり板は遮風装置

Ｐ
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現場搭戦せる上部緋造。甲板は中央の白い所丞ア

ルミ間園壁は袖の部分及びそれのよし鋸尾の角迄

アルミである。光線の|附係でl1舟くなっている。

紹縁・材

各部材の接鯛部には，絶縁材として次のパ

ッキングを挿入した。これは軟鋼との接鯛部丈でなく，後
から塗装出来ない所,即ち，各部材の接鯛部全部に施行し
た。

パッキングの製造は，ジンクロメーI､（日本特殊塗料製）

を，シンナーに溶かしで，これを獅布に塗和して蔭干しを
して作る。現場で使う時には，もう一度ジシクロメ･一i､を
塗布する。

コーキング

職鋼用鉄砲で十分やれる。本船に使用した材料の厚さ位
では，極めて良好なコーキングが出来た。－

コーミングLI｣形等で，軟鋼と謹続する箇所は，隙IM1なく
取付ければ，綺麗にバツトコーキングが出来る。コーキン
グ速度は，職鋼の場合より，若干手間がかかる。
ハツリは，材料がやわらかいので，2倍他の速さで施行

出来る。

－』■■－

冷間加工が出来る。

取 付組立

地上組立場所は，材料に傷をつけない糠，一面に莚又は

板を敷いて．その上で材料を取扱ったも

比鮫的丁寧に，内業加工が出来たので，組立には，殆ん

どポンチを使用せず，スノメナーの先きで，穴を合わし，樫
の木のハンマーで材料をヒピカす程度で組立てて行った。

サーピスボル1．には,必ずボール紙のワッシヤーを入れ
ないと傷がつく。鉄ハアマーを使用する時は，アテベシを
併用Lた･

箆斯切断は現在の所，不可能なる為，現場における切断
には，錐によるモミ取りとハツリを採用した。型材等の切
断には，金鋸を使用した。i25粍伍群型材を切断するのに
約10分を要する。

－8－
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結 語′

以上で工事要領の大体をのべたのであるが
さして問題になる所は現われず，出来上りは
極めて良好であった。

思うに，アルミ瀧造の工作は，材料の厚み
が，どの位にあるかによって，工作に難易が
あるらしく，その限界は，大体4粍厚位と考

えられる。

なおアルミ屑篭の水密性については’目下
タンクをテスト中で佳日発表出来ると思う。

附記

甲板裏ビームに使用した材料は，造船用
特殊型材為る，バルブアングルであったが
軽金属メーカー或は中買商人か,何れかは
解らぬが，バルブアングルなるものの’認
識なく，誤ってチャネル材を製作して来た

のことで,‐止むを得なかったとは言え，進水

、

篇.眞4
~

正面より篇した上部擶造

何分始めてのことで，ｰ止むを得なかったとは言え’進zjK

前20日位がら入荷.し始めたので工事に間に誉わず,作り
かえることが出来なかったのは残念である。

造船用材に，アルミを進出させるためにも，アルミ関

係業者の，一段の理解を望む次第である。

〔日立造雛技削り

塗装4

ジンクロメー1,系の塗料が，軟鋼の場合における，鏡止

め塗料の織な，役割をする事には，大体異論がない濠であ

るが，このジンクロメートを塗布する前に，表面処理を必

要とするか否かには，塗料メーカーIIWにも，色色と意見が
あった。

当所に於ても，表面処理をやった場合と，そうでない場

合とを，実験して見て，それ程顯著な相違を発見しなかっ
たが，本船には表面処理を実施することにした。長期にわ
たる両者の相違は，テストタンクによって調森している。

表面処理の方法は，先ずえツカーシンナーでよく油を拭
いとり，落難いものは，ワイヤーブラシで落し去り’その
後，燐酸アルコールベース|､（日本特殊塗料製〕を刷毛で
ぬりつける。そうすると，10分乃至]5分位泡立ちがあるか
.ら，これを拭い取って，後を水で洗脈する。これで燐酸ア

ルミの皮膜が出来た訳で，表面は今迄のピカビカした感じ
が，無くなって，鈍い曇った光沢になる。これで表面処理
が経り,．その上にジンクロメートプライマー<日本油脂製）
を2回塗った。後は軟鋼の場合と同じように，調合ベイン

1,を普通に塗ったのである。

密禰生は良好であるが，問頭は今後どれ丈耐蝕性に役立
つかと言う率である．

犬造塩水で実験した所によると，以上の工程を経たもの

でも，約ユ週間で細かい点が表面に生じた像である。

’

’
1

冬

工 ・数

アルミ構造と,患欧鋼構造とで，特にエ数に相逹の起るの

は，取付銭鋲塗装位で，他の職種は，少し熟練すれば殆ん

ど変りない，

本船の職造では，これ等の職種が,軟鋼の場合に比べて
約2倍工数がかかった。

’
〔船体要目本誌巻4号参照〕
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船 篭溶 接構 造圖集No.7■
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2,000噸級巡羅船前部船底ﾌ‘ロック堀元美・橋元啓介編
これは前部漉室に隣接する下甲板下の船底ブﾛｯｸで,このブﾛｯｸの上方は中甲板,下甲板及外板等を含むブ
ロックに隣接する。各縦謹材は繊隙壁に於て接手を設け前端は紺正寸に仕上げ切断する。但し外板は後端を正寸
に仕上げ,前端は'"の餘裕寸法を残しておく。高さに関しては縦検隔壁の上端を竜骨下面から正確な寸法に切断し
これに直接下甲板下面が出る穰にする。但し外板の上端は’〃の除裕を残し，フレームブラケッ1，は総てブロック
ーに本取付を揃うず<Shiplopse)上方ブロヅク搭載後現場取付けとする。_E方ﾌfロックの外板は下甲板より下方迄
延びているから，図中に示した巖に，障壁やフレームの取合いには特別の考慮が払ってある。外板シームの両端は
溶接を残しておき搭載後，隣接ブロヅクとのバットの港接が経ってからその溶接を完了せしめるも同じく各フレー
ム外板付溶接はその上端24"を残しておき，隣接ブロックとの外板シームの溶接が経ってから接勝する。筒フレー
ム取付の際はフレーム:の上端から約2沢下方の位置に,両舷プレームを結ぶタイロッドを適川してブロックの仮補
彊とする。このタイロッドはブロックを定位置に搭載して，その溶接が完了するぎで取外さない。
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幻燈利用の鋼板罫書法

瑞典のGoet…"繩廓に建設された新しい鉄奉施設は大型鵬を闇的として雲嗣に謹んだ皐靭のもの
板工場に於ては,鋼蔽や伽に対して木製型板から罫てあるb
書きする在来の方法を一掃するに足る現図映写装置が‐ 同所の技術者ば年来の試用の経験の結果としてこの

設げられた。方式を拡充し完成したもので』全施設が落成すれば銅
この方法は独人技師の案出によって,Hamburgの板罫書用4基，肋材罫書用,2基合計6基の映写機が使用

某工場で製造された器械を用いている。される｡肋材用の映写磯は之が最前の試みである。
’9J9年末この造船所が木法に着眼するまではドイツ本方式では’/'0又は’/'5縮尺の特別な原図を描き

国内の2個所の工場で，極めて'1､規模に試用されてい・’これを写真に取る。この写真の陰画を映写の原板に月l
たのみであった。いるのである。

その時代にこの方法を剛いて建造されたのは1,500t映写磯は鋼板罫書工場の屋根裏に設けられた，特殊な
程度迄の船であったが,G[etaverkenに於ける計画テーブルの上に樋かれた罫誰を受ける｡鋼板の面｣二に

屯

の第1鰐はD.W.16,000tのタンカーである。即ち投射されるこれによって罫書を行い，罫醤がすめば鏑
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罵眞 ユース二

〆

材は加工場へ搬出される。

驍皇陰画‘まカラス原板で，寸法は92<]2cm,同型船建

造を溌想する場合の格納保管は至便である。

この方法では，図面上で鋼材の切代を最'1,限となる巌

指定出来るがら，切除りを少くし材料を節約すること

が出来る。

原図は高い精度を確保する巖，丁寧に描くを要する

例えば線の太さは0.･10mmを超えてはならぬから，拡

大鏡の助けを借りて調整する必要がある。叉図が鋼板＝
の面に映写された状態で猿図する必要があ署。

幻

右舷ﾊ1と左舷用の各材料

に対して夫々1組の原図を

要する。も~しも一板の原図〃

を蕊返えして用いるときは

原板碓序の厚さによる映像

の誤差は許し得ない程度に

窪する。

194j年Goetaverkenが

木法を採用した時筆者の知、

る限りでは，同祇は木法を

実用した第3番目の工場で

あり，大型航洋船舶に対す

る実用に就ては世界最初の

ものであった。

〔写真上は映写室，、

下は映享板土の鋼板。〕
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I・ 金属のX線試験

金属や繕晶構造物のX線による屈折試験は最も.近代的な材料試験』
法である。X光線による写真は図の如く何組かの線を画く。､この線
の配置によって,金属の元子と結晶構遥あ配列をしること｡が出来。
る。写真はポンプカムに使用された鋼材のX線写真で，上は適当に
熱処理されたもの,下は熱処理が不適当であった同じ掛料の写真で
ある｡γ相乃ち残留したオーヌテナイトの為に,除計な線が入り込ん‐除計な線が入り込んでいるのが見られる。

■b

一

－

’

メ タロック

英国ロンドンのメタロック会祗の製品で写真の右はズルツヱーヂーゼルエンジンの鋳物に入ったクラックをこ

のメロタックを用いて修理したところ言である｡常温作業が出来る上に,修理後の張度も充分であり，修理は船が讃
荷の為停泊している内に経ってしまう程簡単である。
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’帝立丸一の防火装備（本文5項参照）
~

壱1

帝立丸は昭和20年6月舞鶴湾口にて鯛雷,伺22年6月飯野産業サルベージの手で引揚げ，飯野産業舞鶴造船所に
於て，復旧作業が行われた。昭和25年12月｣こ工事完成し，船名LEcoNirEDELISLE&)じて同月21日佛国政府
4こ返還された。この船の最大の特色はその防火装備にある｡則ち国際海上人命安全条約に基き，日本給では未だ見
るこ‘と.の出来ない完全な防火装備が施されている。こ＆に防火装備の図面を配し，造船設計技術者の参考に供する
次第である。
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&Co,Clydebank

垂線'間長

吃水4|.65m

速力22Kn

AMSI,ERDAM･
◆

船主BritiShRailway(連絡船〕
106.50m 型幅9.80m
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ｽﾃーデﾝ商賠陵は鼓23年間に世界最高蓮髭撚爵と思あれる恥,9為節の船を数隻建造した｡最近GoetaVerken
で建造され'rransatlanticCo.に引涯されたCiftUs'量ぱ19卿~ﾕ950'年の間に同造船所で建造されたNimbus
号"stratus号<DW8,900トン,孔騏5節)Oklai,oma号;Mignesota号(DW7,300トン,19@i)と同型船である。
駿関はデイ写~ゼル磯関2軸，全出力17,8001.H,Pj.130r.p.m,でGoetaverken建造最大のエンヂンである。グ

S気欝，2ス'､ローク；単鋤式，気簿直径760mm,･ス.トローク1,300mm｡

”羨ｫー管ﾙ嬢関“…気編｡‘※ﾄ｡_,｡蝋｡錦"……s"-~""~~-~1".:~',~'~':之等……”rat or用である3．，

船蒋:皇'0'客船の際に豪華で;,船員も個室を､っている｡新型防嚥を船内通路数ケ所に設置率。
鯰容菰596,000立方沢〔ベール),641,000立方典〔グレイン),.御軽合金製のマストが航海維橋上にあるのが

特長で，レー‘グー，信号燈をつけている。今．、
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スペリー14型及びE1型ヂヤイロコンパス並にパイロット

スベリ一舶用レーダー・ロ－ラン

ラックスリッチーオーディオ.防火装"置

磁氣．‘ンパス・舵角指示器も電氣同輔計
TKS式ワ．レッシュァログ・エンズンテレ〃ラフ
トーシヨンメーター・タンクグーヂ．ドラフトグーヂ

標準型並に特殊．型・計厘器類

一

割串熱造航
一 ト ー一一

栗二目
本祇。工場東京都大田区東蒲田四丁目三十一番地電話蒲田(03)221.1-9
銀座営業所東京都中央区銀座西二丁目五番地電話京橘〔56)鯉4,3343,6012

赫戸営業所赫戸市生田区元嘘五丁属六○郷電話元跡("〕‘‘，ﾕソ大阪出張所大阪市西区土佐堀一丁目大同ピル内電話土佐堀(44）1114
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一ビス横浜市中区北仲通二丁目(加藤ピル内）
一ビス函館市 豊川 町九 番地
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羅針儀を調整する技術者
雛のコンパスは非常にデリ.ケイ･ﾄな稜械で，航

寸p一一サニー･翠P一口画や一ｩ｡ご・今－－鯉－－血v一一一．一一一一三＞←一口
海中の船長にとって，このコンパスが常に正確で
ある力鞘どうがと云う兵とは，｡最大の関心.事であ
る。しかもこれの正確度は，色辱な原因に左右さ

帳｡‘則ち船自体の銑鋼材,又穫榊の鉄鋼の存
在に影響されて，その正確度を失う~ごとが知られ

ずて い る 。／

キャプテン，フランク，･ケーーズはこれを調整す
る米人技術者の中でも，最熟練家の一ﾂkである。

アメリカから中国に向けて航海するある船のコン

パスを一寸見て，彼は云う。rこれでは中国へ行

かずに，エヂプトに行って.しまいますよ」と。大

きな船では，大体コンパスを3つ持っているのが

普通である。則ち，ホイールハウス，ブリッヂ，

それから溌尾に各'佃ずつ特づている。これら3つ
のコンパスの調整も，彼にとっては半日仕事で充
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蕊
分である。船の磁力を中和
する為の小磁石を適当に船
内に配置する仕事は一番熟
練を要する。この小磁石は
錆苦防ぐ為に真鋪の函の中
に收められており，この配
置が経ると船を凡ゆる方向
に試迩転して見て，コンパ

スの正確さに最後の仕上げ
を行うのである尋

(USIS提供〕

｣

I

1

、
口

塩化〆チール式。フレオン式
アソモニア式。炭酸ガス式

船舶用冷凍機qL ｡

急洗
､今、

ﾉマノ宗設備・ 糧食 庫用
〃

船室)令肩用。涛藏貨物艫用

臼ホサブロデ株式蕾
大阪市北厘蕊，勇鑿(I噺生命館内）国示土
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一 月のニュース解読

吉

｜
田 ， 精 ，顯

日本の海運と造船は，第6次新造以外にない。そしてこの目的を達成
に対する憂うつを懐､､て新年を迎えする最善の方法は日本に海運および
ましたが，年があらたまると，朝鮮外国貿易の面でもっと外賓をかせが
戦線の変化から，日本との講和が念せるにある。
がれ出し，それに関窪した種々 な二日本はその識出入品を運ぶため多
ユースが報ぜられるに及んで，去年‘数の外航船を就航させるよう要請さ
の憂うつを吹つ飛ばして総つたようれている’日本海運業者はおそらく
であります。商船隊の能カーぱいに’その活動を
その最も大きなニュースは，1月拡大『す~ることを許され’この問題に

］5日にトルーマソ大統領がアメリカ関する最維的な決定一マッカーサ
議会へ逢った罐算教書に，本年7月一元帥によって下されるだろう」‐、

に始まる1952年会計年度の対日本，この談話は日本の海運と造船の目
琉球援助費として1億5千万ドルを先きを明くするに充分でありまし
要請すると共に，その中から日本商た5運航面は外航の範囲がますます
艦隊の再建に若干の賓金を割当るよ拡大されるでありませうし’造船は新遥愛が堵大する筈だかちでありま
う要望↓たことであります｡I
これに続いて貴重なニュースは’‐す。
ト大統領が溌算教書を議会へ患ったでは具体的に’これ等はどのよう
翌日，米国防総省の当局者が日本商に拡大され増加するのでしょうか,
船隊の増狸について述べた談話の内まず話を運航の面から始めることに

しましょう。
容でありましょう。

‐朝鮮の動乱で特需臓迭に日本の船すなわち，「米国は日本の経済的
自立を援助するため日本商部隊の発腹が動き出し繋船のなやみを和らげ
展を奨勵しなければならぬ。トルーたことほ云うまでもありませんが，
マン大統領が謹算教書で，日本商船それと共に世界の海上運賃が値上り
除再建に若干の養金を割当るよう要したことです。迩鏡値上り･の動磯となったのは朝
誌したのは，そのためである。
無論，米国が日本の商船隊援助に鮮の戦局が変ったことを指摘出来る
割当る金額は少額に過ぎないが，米でせう。世界の運鍾相暢が動乱前下
政府は日本側に民間資本や見返り賓げの一途を歩んでいたこいこ対する
金を利用して，自力で商船隊の建設海運業者の反動的な獅気もまた見の
を図るよう出来るだけの助九を与えがせないかも知れません。しかし兵し

るだろう。－体蝿ごほ昨年の11月･に英国が定期航
米国は日本で多額の金を饗してい蹄を増議したので'不定期船が減少
るカミ，この負担を軽減する唯皇の途し，加うるに中共の朝鮮介入が投じ
は，日本の経済的自立を促進さ掌るた峨争不安により’西欧諸国が本年
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の1月から‘6月までの積込みで，米
国から穀物や石炭など約ﾕ千万トン
を買いつけること仁なったため’運
賃は'額始めから急激に上昇し,年，
末には動乱前の約2倍高，ユ月にほゞ
、更に2ドル方高くなって来ました。

第5次造船の頃，日本と北米太平‘
洋岸との迩賃探蕊点は穀物の場合9
千重量トンの船でトン当り'7ドルか

ら7ドル50セントとされていたのに
実際の運賃相場は6ドル50セントで
したから，儲かるどころか損をして
いた訳で式。ところが12月末かう本
年1月にかけては，12ドル50セント
から13ドｿL50センI､と上って来たの・さ‐，

で，そこには大きな收盆があがって
来だのであります。

第5次造船堂動かしてさえこの通
り利益が上るのですから，9キ重遼
トン級のヂーゼル船が多い第6刻召
を使えば利盆は更に増す筈です。
また在来船や戦漂船を改造して国

際船級を持つ船を使えば,船鐵だの
運航費が粥篭船にくらべて多少多く
かかつても，新造船より船価が安い
から，金利，俄却の負担が少いので
5次船を使うより利益が多いだ員デ
という見方.も.あります。
とに角，現在の運賃相場が下らな・

ぃ限り，蚕材高による第6次謡々 価、
も苦にはならないというのですか･ら
海運業はこれがいつまでも続いて呉
れることを望んでいます。
だが果して何時まで続くかこれは

疑問です海運界のスポークスマンを
以って自ら任ずる三井船舶の一井祇
長は，9月までこの運賞が続けば，
日本海運はその経済的基礎を築くこ
とが出来ると語っています。従って
悪く行っても9月までこの運黄は崩
したくありません。

さて，こうなると有るｶﾐ上にも船

を持ちたくなるのは人情です｡・とこ
ろが現在わが国の外航適格船は第6

1
次新船を加えても，144隻，118万6

崔一炉 ▲ ー ℃ ■I■■■■『--b'▲一一
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１界のことですがら，能率的に使えば

船台に不足はありません,"だガ労働
力は現在のままでは不足するでしょ

う。すなわち，第〃次分前半までの．

エ事には現在のままの工員数で足り

るのですが；8，9月に7次艦の後
牟分を起工する場合は約'00万ｴ数
が不足することになります。これは
工員数で3千人の不足を意味してい
ます。・

次ぎに賓材面は，厚板の圧延計画

を見ると八幡の月産が5千トン，富
士の月産1万トン，川崎5千トン，

錆管6千トン，合計2万6千トンも
あるから，これには不足がありませ

ん。ところがエンヂンになるとそう
は行かないのです。一

現在におけるデイゼル・エン，ジン

の製造能力は年間大体23万馬力，タ
ービンの方は約30万馬力ですから，

両方を使えば今後1年間に必要な大
型舶用エンジンの総馬力数に匹敵す
るので不足はなさそうなのですが，

6次と7次の新造計画に，輪出船や

海上保安庁船，沈船などのエンジン

もまかなうには除裕がなくなって，

.賄い切れないでしょう。これは工期

の点でエンジマの方が紹庶より長い
上に，進水までに造り上げないと，

間に合はないという絶期の問題もあ

るからであります。しかし，造船計

画と合致するようにエンジンの製造

を行うには，これまで一番メーカー

蕊諾驚鰻饗堂熊
計画造糾を盆行するには賓金面の用

意を整えて輝いてもらいたいと願っ
ています。‘

とてろで,計画造撒職定邇り進
捗したとしても,聯”総量は150
万トン程鹿ですし，それもエ年先の

話ですから,海運業煮として峰現
在の迩賃相場を考えると待も切ｵｲな
い気持ちになるのが当然でしょう‘6
そこで外国船の買入れや用船が躯く

千重量トンに過ぎません。ところが

日本の楡出入貿易を賄うには，年間

約2千万トンの殼腹を必要とするだ
ろうと米国海運当局は見ている程で

鐘す。年間2千万トンの船腹といえば

‐ﾌこれを賄うために必要な艘舶の保有
量は5百万トンに相当しますが，11

－一蛎6千トンしかないのですから,3
8]万8千トンも不足している訳で

す。それを年間17万トソぐらいずつ

造っていては23年もかかって経いま

す。もつと鋸を多.く造りたい。この

気持ちは海運業者だけではないでし

．よう。

．そこで第6次紹の追加分として，

第7次新造の分を繰上げて建造する

ことになりました。勿論漸定的措置

としての追加ですから建造維愛は5

－万トン，うち分けはタンカー2隻，

大型賀物船3隻中型侭物雛ユ隻,計

6隻ですが,エ事の進み具合を見て
更に暹幼pすることになる譲定です。

8そして第6次と第7次との新造量を

合しますと60万トン90隻が計画され

ているのです。このほか改造，沈紹

引上げも並行的に行う遜定ですから

これは造船所にとって他事の量を約

束するものです。

・だが，この計画によると外航経建

迩可能の造難所に来年3月末までに

与えられる工瓢量は，6次船の17万

トン26隻と追加分の5万I､ン6隻，

それに第7次船の前半12万7千総ト

ン，20隻,第7女紹の後半27万3千ト

ン40隻，戦標鋸の改造6b隻,5次鋸

の残り工事，職出紹，海上保安庁の

雛が燕定されているので，昨年末，

第‘6次殻の建造に掛けられた枠と，

世界の造艦事慌に圧迫され，逢に企

業整理を餘儀なくされた日本遥船界

が，とれだげあ魁を計画邇りまかな
えるかどうか疑問であ･ります。そこ

ロ．
。 一 J 4

で，この能力の打診が必要なのです

、が，何んといっても年間40万ﾄ･ンの

建迩機能があるといわれる日本造船

要求されて来たのです。

外国諾の購入は10万トンが許可さ
れましたから，値ごろさえまとまれ
ば商談は出来るでせう。だが用船の
方は米国のﾘパﾃｲー 船を目掛けて
いるので話は一寸困難です。何故な
りわ

ち，この船を貸すことは米国の国内
法で禁止されているからであります

しかし，最近の織子では政治的に

貸り出せそうだというので，日本政

府や業者筋“々 努力しぇいるよう
です。現在日本政府が総司令部を通
じて申請している貸与船の数量は$0

隻30万トンで，無間は1ヶ年，貸与
料はトン当り月4ドル見当を見種っ
ているのですが，さてどうなること
やらわかりません。

ではトルーマン大統領がr日本の
外航船を増狸する」と藍算教書でい
ったのは'何を意味するのか,問題
は再びここへ帰って来ざるを得ない

そしよう。しかし米国防総省の当局
者の言壊からも想像されるように，
これは見返賓金以外に蚕金伍援助は
考えられないので'『詰極見返り蚕金
の増額という形となるのでしょう。
そしてこの増額は貸付5割の現在の
枠は動かさずにトン数焔量の形をと
ることが懲想されるのであります。
そして第々 次造錯の着工が早く始ま
るであらうと期待されるというとこ
ろではないでしょうか。〔了〕

V
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第6次追加造船の決定
／

〔1月29日迩轆省〕
今油迭船＝飯野海運〔川重12,,000）
出光興産（播磨12,000〕今大型覚
物船＝日途汽船〔日銀鶴見6,90の
三菱海運（西重長崎7,50の大洋海
運（日立桜島6,650〕今同追加分
＝東京船伽〔東重機浜6,500)栃木
汽溌〔三井'7,000〕沢山汽船"〔中
重8，100〕．△中型貨物船＝日東商
船〔名村5,000〕数字=G･T｡

〆
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－上架装置一

とが多い。滑車の枚数によってIo=が異なる。従って
DrUxnに於ける馬力HPd.はHPlに滑車のIossを加えた
ものでなければならない｡滑車のIossは普通滑車ユ汝に
0．1と云われているから

HPd=HP』×(1.1)N

で(1｡1)vは次の如くなる
'HPd/HP】の比

遥

N.6789-10

HPd/HPI].711.922｡14.2.372.64

故にFigl2の℃urv念から求めたHP1にこの数を
乗じてDruxnに於ける所要馬力を求めればよい。原動
機の馬力HPはHPdに更にある係数を乗じなければ
ならぬ。これはreductionの議式，原動磯7)種類によ
る係数で異るがgearLreduCtbnの場合はspurgearl*

，対につき0.05warnlgearは6ユの10ssを見れば
よい。

捲楊磯の原動鍔まsteamrecipro¥tingengin、澆玉
式或いはdieselgasoline等の内黙渡翼，直流電動膜，

ユ

上 、架装、置
（其の3）。

藏田雅彦

’ ←

、

9．上架用捲揚機，．

以上のべたいろいろの上架装置で，船を捲き上げるの
はかなり大きな力はを必要とする。
船の重さをWT,固定台と蓮Iり台との摩擦係数をf"

船台の傾剥を入とすると，捲揚に必要な力Fは
F=W(入-kf)、

捲揚速度をVm/minとすれば所要馬力HP1は
HP,=*WO+f"

Vほ多々鐡々便ずるがVを除り大きくとると所要馬力は
勿論，滑車や装置が非常に大がかりになるばかりでなく
実際上架速度は，さほど大きい必要はない。小型の船で
5m/min,大型の船では0:5m/min位である。然し上架
用捲揚溌ま大小溌々の船を夫々能率のよい速庭で捲揚げ
る事が望ましいばかりでなく，蓮り台の引き抜きや空の
船台の移動等経荷快速の用途もあり，広い範囲にspeed
をcontroll出来れば大変便利である。steamvecipro-
catingengineを除くと，広い範囲のspeedrequl3tion
の出来る”撰ま少く，特に内燃磯関を用いる場合は，
spee4を落すと発生馬力が著しく減るのでこの様な目的
に添う嶽にする為には普通のwinchとは又異った構造
をもたなければならない。
所定の船台lご必要葱馬力を計算する為には次の檬にす

るのが便利である。

HP,=*WCM+f)
．でWを一定･とすると所要馬力は入とfによって変化ず

ろ。これを表にすると

‐筈苦の表

１
１

｜アメリカの家書用ヨット〔ハロルドクラウス〕

水辺に住む米国人にとって，ヨットは今自動車と

同隷，家庭用品の1つになりつつある。これは新し

’い材料，則ちプラスチック，アルミニウム，合板，

最近はマグネシウムさえ，ポートの製造に使用さ‘れ
る濠になったからである。多量生産の方式は別に新

式のものではないが，古い方法では，20入2週間を

必要としたのが，実に4時間でスタンプされ，溝接

‘されるのだから，購異である6もうすぐ米人は自動

車のタイヤやヘッドライトを町で買う綴應，マスト
その他のボーI､部品を簡単に買える綴になるである．

う。この新型ポートは勿論値段も安いが，般殻にっ
ぎ目がないから，堅牢で永漏りせず'I乾いてハシヤ
ケ綴な心配もない。合板製のものは，薄板を型の中

§で重ねて，間に膠を入れて，大窯の中で熱すれば出
来上るし，アル､ﾐ製のものはプレスにかけるだけで
I出来上る。アルミ製】ミートは現在月産1千台を製造し
'ている会祇があ簿。プラスチック製のものは現在γ
’沢まだの小型ポートに限られているが，合板製ポー
トの表面塗装としても用いられべくいる。全金属中最

｜も姪ぃマグネシウムで試作されたモーターボートは
長さ］2沢重さ少かﾃ5ポンドと云われる。その上ナ

iイロンの帆やロープ，継ぎ目なしのアルミ製マスト

等も出来て，今や米人は自家用ポートで自由に水遊

|びを楽しむ時代になったと云える。fU.S.I.S呈供)!|

ヂ

グ

ヌー10.050.,#0.,5
1/,3 2．944．055．17

｣/,0 3．334.“5．56

1/9 3．574．695．80

1/S3.89、4．996.11，

Wを100tonとした場合のV-HP,cur',･eはEigl3
、

の榛になる。

多くの場合は&滑車で減速した上捲楊機に導かれる，こ

~
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種々 な型式がある為一慨骨こは云えないがHP/HPdは原〆

動渡の種類によって慨ね亥の値が適当と思われる。
HP/HPbの比

原動磯が単筒内燃多筒内燃三相交流D.C.直流一
種類磯関磯関電動楼電動磯’
HP/HPd321.5.1.3・毎．
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10．上架用捲揚機の藷問題

上架用捲揚磯は金に糸目をつけずに新規に作製する事
になればかなり理想的な性能のものが得られる。然し企
業としては投賓とその消却に．ソロバンを弾かなければな遥
らないのは勿論である。従って上架用捲援磯も出来る丈
小型で安価で便利なことが望まれる。これらの率を考え
ると捲援磯の計画で考慮し‘なければならないのは原型種
の選択と減速裟澄の景瑳汁である。上架用捲援磯は低速重
荷重のウインチであるから普邇の揚蛍磯はその鑑は使え
ない｡普通の拶貨磯}土30～35m/分の捲揚速庇をもつが
上架用捲楊穫は船の捲暢速度を1m/分,滑車を4枚4凌一
('/8)使うとしてもウインチの捲取速度は8m/分.で普通
の揚貨嬢の'/4～'/5に落さなければならない。滑車の枚数一

１
１
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を震増せば理論上は普通の揚貨稜を使える事になるが，滑_b/2 ヨ移sざγ

､"'"z"z.
追

車の枚数を増すと長物のワイヤーを必要とし，上架距離d

Figl2宥効馬力と確湯速度
が長い時は途中で滑車をoverhallしなげればならず，

込畠 ・籍体重致を10,000kgとす
powerl9ssも多くなるので普邇大型の船でも.5"5枚

Ｉ

交流の三相誘導電動磯等いろいろなものが用いられる｡を最高とし3枚3枚位が理想的である。であるから捲揚
表気の往復動汽壌と直流eriesm､orは性能上は最も好穣の地取速度は5～10m/分にしなければならず、D&um"

ましぃが施設菱が高く，且取扱いに手数がかかるので極もwireの保存上あまり'1,さなものには出来ないので上
，く大型のもの以外は用いられず：普通は三相誘導電動磯架用捲揚鶴ま普通の揚貨綾上りどうしても回転数が少く‐
又は舶用磯関や自動車震関を改造した内燃溌関菰用いら形は大型になり，減速装置も複雑になる。一方原動磯は

，れる｡これらは回転数が高く且spfedregnlatiOnが困難一僥玉機謁ならば400～500rpm,交流誘導電動桜で1500
なので,geer又はBeltで減速し，その減速比を変える～1800rpmであるから前者で'/50,後者で'/g00位の減速

駕憩駕墓鶏露悪臘迩:縦‘撫震;ふざ広"に変える馳幽､ら雲えば。
とかみ合う=pinionshaftに補助'drumを付けて重荷重ward-LeonardのD..C.SeriesInotor,が可変極の誘導､

抵速と軽荷重高速とを使いわけしているものもある。 電動磯を用ぃ度ぃ処･定あるが，これらの電動嬢は汎用誘・
捲擢磯'jgcapstan式とWigch式とがある。capstan･螺電動嬢に比べてかなり高いから今日の処では電力が使

式は船台の頭部に.miUshaftを通しこれ月とかみ合うえる処では，三相誘導電動膜，電力の,使えない処ではデ
worrngearによってcapStanを廻すもので1つの溌城イゼル又は自動車用ガソリン撰関と云う処で，これらは
に錯合の数に対応する,capStanを附したものが多い。何れも歯車の入れ換えで速度を可減する率になる。自動
wireを導く手閲が少なくてすみ，取扱いも容易である車用磯関はデイゼルでは1500～油00,ガソリンで2500"､
が装瞳が大がかり‘となり,worm･gearが往々潤澗不良3qpOrpm舶用内燃機調は400～500rprnで最大馬力が
で摩耗し，修理費も高くなる。船台の数の少ない処でIま出る齢こなっているから捲揚速度を変えようとすれば
Winch型を採用しているものが多い｡中には譜台の頭dにchangegearの他にかなりな減速をしなければならない
liolizontalなshaftを邇Lshaft』の途中にい、をSpurgearでは普通でi86wormgearでJ:14位が最
蒲けたものもあるが取扱いには不便である。以上の綴に六であるから原頭磯によって次の濠な組合せが考えられ
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一 上架装置一
伊

上架用港援磯は一定の商品としての型はなく檬式も着
想も区々 であり,､造般所あり合せの譲関や部品を利用し
て間に合せに造られたものも少くなく，その着想にも面
白いものがあるが，詳説する事は避けて筆者の設計した
醗製部品を組合せて安価に作製した例を示すに止める｡、
Fig皿はDrunmに6:1のfati｡でかみ合うpinion"､
にトラヅクの車軸を結合じたもので，トラツクグ磯謁はr
frictioncratchから後部のみを用いcratchの軸に誘

導電動磯を繕合したものである。､こ.の場合レフはdire
rentialgearになつ誼いるから－方の車輪はプレT－昌寿で，

固定してある｡､この場合の回転数は次の濠になる。
電動磯1500rpm~.､

change･geartopの場合①shaftl500
"second〃〃1000.，

〃，third〃〃500"

Low"〃〃250

Differentialgerrは自動車の種類によつ'て異るがこ‘

の場合一方の車輪を固定した場合7:1であるから②、“
shaftの回転数は

.@shaft･@shaft、

21型.3tOp、一一・35．7
SeCondl07｡217．8
t h i r d 5 3 ． 6 － 8 ． 9
Low26.84．5

Dzそﾕmは周約1xnであるからこのWinchは36m/分．

から4.5m/分迄捲揚速爽を変化する事が出来，概ね_上架，
用捲搦溌として満足なものである。

（東日本造鰐室蘭工場〕

、

る。

三相交流電動鰻自動車用

淵0堅艤擢阜’薯〃舳面髄
1500～1800rpm

spurgear3段_3段4段
,spurgearl段spurgear2段spurgear2段

wornlgearworlngearl段wornlgearl段worxngear]段

wornlgearの使用によってspurgearは一段節約出
来，製作識も安く,なるが,wernlgearは適当な設計と
潤潤をしないと摩粍が甚しい°特に砂浜にある造鉛所で
はworrngearにはcaseを施さなければ聴く程短時間

で使用に耐えなくなる。適当な潤潤油の使用も汰切で，

油が軽すぎても重すぎても焼付く可能性が獺い､､この見
地からcapstan式を除いてはなるべく原動磯に近い処

に猜密な工作をしたgearcaseのついたwornlge'1r

を用い，荷重も大きく歯車も大型になるDrurnに近い
処はspurgearを用いる方が修理費が安くなる。

これらの点を綜合的に検討すると自動車部品のあるも

のが極めて効果的に使用出来る。自動車用のchange

gearpフ･等は従来の捲揚磯の工作に比べればはるかに

精密なエ作と合理的な潤滑が行われるようになってをり

’
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船用ガズタービン燃料の將來

仰吟一一今雫ヨポ蕊溌繋職瀧
Figl3上架用推揚磯ことである。重油中のパナデイウムの含有軍は,､重獅こ

且coverが完全なので翌挨による故障も少ない。Figl3よって一定しておらず，中に含右遼0のものもある｡"何
1二これらのi例を示す。トラック用changegearはi:,れにしても高温下に於てはじめて悪影響があらわれるの
1:ユ.5，1：3，1:6の4段に変速出来，逆転も出来員であるから,ガスターピンの材料を耐熱材に改良･すずる
ので相等広範囲に変速出来るのみならず,Drumにwireか，重油からバナデイウムを分離せしめるか,2つの方
､をくい込んだ時等も単簡に逆転出来て便利である。只こ法しかない。前者は冶金学の謝遁であり，後者は油会融
の場合はchangegearと原醗磯の間にfrictioncratch．の研究問題である。ある油会祇でこの分離が成功したと
を入れる事が望ましい。普邇内燃騨関は竿artの為に云っているが'徴用が嵩んで実際に使用される域に達し
cratchをもっているが，電動磯には用いない。しかしていない。又,泥淡の使用微粉淡の使用，も考えられて
三相交流電型磯を凧､る場合nｺ･torにshockを与えないるが,いずれも舶用としては発展の見込はないと云う
い点や,"ge壷のcl'an二eを一々電型磯を停止･しなくてのが現状である。然しながら，世界各国の関心がこれに卜＆ｰ

も出来る点,startにloadを軽く･する点などから出来れ向けられている現在,その努力が報いられる時も遠い將
4ffricti(jncratchを入れる事を椎愛するものである。来ではあるまい。

、
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っているから，何処にも賭腹の餘裕

はある筈がなく，日本のために態々

外国殻が動いて呉れるとも考えられ
ご

ない。ぷしまたそういう紹があった
■，9

にしても外国詔では迩賃が嵩むから

エ業界はその負担に堪えられないで

あろう。それでこれ等を運ぶには邦
船を主体としなくてはならないのだ

地図の上から先ず両陣営の配置を

眺めて見ると，共産陣営は欧洲のソ

連衛星国や中共を含めて陸のつなが
りで形成されて居り自由国家陣営は

米国を中心とし束は英本土，西は日

本を前哨基地とした海のつながりで

出来上っている。そうして朝鮮の38

度線や束西ドイツの”ま両陣営の接
鯛点であるし，アラスカも接鯛点た

らんとしているように見える。万→

驚警晨鯏護鰯罵壽、
の補給策源地となって両戦線を賄う

こととなるであろうから，そのつなノ

がりである広い東西両洋の海に動か

すべき船舶の量は蓋し莫大なものと

なるであろう。朝鮮事件の例をとっ

て見るに，派遥されている国際連合

軍は僅かに13万乃至29万と想像され

るが，そのために動かしている船鶴

は7;万乃至100万噸｝こ達していると
の事である。大凡兵1人に対し5噸

の紹腹の割合である雪とからもいざ

という時の所要鋸舶遥は推定出来る

のである。共産陣営は戦が始まると

同時にこの両戦線補給路に対し，邇

商破塁の拳に出づるであろう。ソ製
海軍には3万5千噸40.C"3連装砲
塔2基，ロケット砲塔2基をもつ新

戦艦サヴェーツキー・サユーズ号が

既に就役して居り，姉妹潅第3イン
、

ター及びサヴェーツカヤ．..ウクライ
、己

ナ号が続いて竣エすると伝えられて

いるが，これ等をどのように使うの

か浪人には判らない。しかし愉報に

‘よ．るき'000隻の大潜水艦録が出来上
っているとのことである。これは恐

らくは事突であろうしこれが邇商破
壊に力を致すであ『ろうことは鍵v,な

いことである。

種々の点から想像するのに，極東
か

には800隻位の潜水艦が配置されて
，居り，それ等の基地としてはシz､<リ

ア束岸の中部附近とカムチヤッヵの

西岸が鑿ばれてあるとは既に報道の

~

〃

互に相持して譲らない東西2大陣が,今迄に出来た航洋懇は慰めて少
営の対立は’朝鮮事件の勃発以来べない。浪人は早くがら世界の筵機に
ルリンの紛争,ホーチミン軍の大攻対し,食糧の識入迄しなくては活き
勢，中共軍あチベット侵入などと，て行かれない日本の国策としては；・
家ぎから次ぎへと目まぐるし､程激‘『何を措いても先ず銘一に造諾に力を
化を続げている。中共が朝鮮事件に－注ぎ，その保有船舶量を高めて置か
介入するに及び精勢は一段と進展を・ないと,万一の場合たとえ中立国で
惣測されるに至ったの'であるが,旧あったどしても蓉に餓死者が溢れる
畷に至り米大統領の非常事態宣言，蛋うなことになるかも殉れないと唱
中共北鮮の在米賓産凍浩，米国諾あえていたのである｡既に危機土近よ
るいは航室溌による中共地区北識こっている｡急速}こ船腹職を計らな
．対する物賓鐵出の禁止’中芙側の誕一ければならない。その対策として第
復的米,加,､日腎こ対する職出禁止，6次鋸の這加,第7次造船計画約40
プリユセルの樺西洋条約理事会の万総噸の実施繰り上げデ戦時標準譜
開催'欧‘防衛統合軍の創設と；一の改造約25万総噸，トラヅク，パグ
屑ご磯，土近づいたことを思わしめてオ，沖縄の沈没優秀譜10隻の引揚修
いる。国際連合は朝鮮事件の解決に、理の促進などの手が打たれたのは遅
努めているけれども，その成功は覚かつたとはいえ，極碕て喜ぱい､こ
束かない。中共ば国蓮頼鮮3人委員とである。
会にいかなる折画をも進める用意はしｶ§し戦標詔の改造の如きは全く

．ないと委員会提案を極否している。一時的船晦増加を糊塗するに過ぎな
中共'獺出禁止ほ日本にとづて痛、いのであって運航能率から言えば寧

い処である。それは製鋼用躍粘結炭・ろこれ等はスクラップすべぎものと
鉄鉱石塩その他の物蚕力手近な処か思う。非能率綴は速かに優秀貨物鋸
らの輸Xが止まるからである。経済で置き換えらるべきである。日本に
の自立をめざす上に無くてはならな於ける商鉛の建造に対し;ては経戦勝
い鉄鋼刀原料が止まることは，日本一応大きさにも制限があり，航海連
として死活測寧である。そこで粘浩力もﾕ5ノツ1以下に抑えられていた
渋や鉄鉱石は米国及びカナダからのが，日本の平和国家としての努力が
職入に依存することとなるが,両国認められて来たためでもあろう，今
は自分自身の戦術に没頭しているにではそういった制限は解けている｡
も拘らず日本経済を復興させるため。そこで優秀貨物鞘とじては大きさは
の原料供給を継続して呉れるとはい，弧型以下でよいと思うが,航海速力
うものの，これを運ぶためには少な・だけはすべて少なく共18ノットを持
く共30万総噸の殻腹を更に必要とす．、って麓い度いと思う。何故18ノット
る処ﾙー 問題がある。朝鮮事件以来各以上を提唱するかその理由を少しく
国心戦略的物賓箆得競争は激＆くなどいが以下に述べて見よう。
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国を狙って両陣営の雲は令後激化さ’
れて行くであろう3イーランの油は目

下盛んに汕權船で自由国家陣営に垂
ばれているが，共産陣営の大きな悩
みは油の貯藏の少ないことであるか
らソ蓮と接鯛している土地であるこ
のイランがソ連から狙われて居らな

い筈はない6-現在平靜のような檬子
をし工いるのは所謂嵐の前の静けさ
であって，いざ両陣営が戦を交える
となるとその直前電耀的に，共産陣
営はイランを占領するの拳に出るで’
あろうし，続いてイラク方面にその
手を伸ばし油の供給源を確保せんと『
するのは必至であろう。
自由国家陣営としては米洲叉び南

洋方面に大きな油田地帯を持づてい
るからイラン，イラクがかりに失
隠したとて，そうそうは油に困るこ
とはないと見る。ただその広い海域
を通して各戦線に油を供給しなけれ
ばならないから,霧しい，油榔胃を
必要とするだけである｡~優秀な油槽

鯖の建蓬が今’種め棚に…’ていることも不思議ではない。日本

、

この高速によってのみ万一の場合,
離れ小島にいる住民の，食生活の安
全を護り得らるるものと思うのであ
る。一方日木伍商船隊保有量400万
総噸以上が許された暁，再び邦諾が
7洋に雄飛する磯会め来ることを考
えるならば，恐らく船主としてはや
はり，たとえ船価が高くなっても高
速ものを世界の趨勢《からして望むで
あろう。勿論鐵物船に於ける載箕量
と速力応関係は海迩界としても常に
世の推移に応じて槙重に研究すべき
大きな問題である。軽量伍溌関が出
来て高速のものでもその載貸量があ
まり減らなければ，船主も充分採算
がとれるから，それに飛び付くし,
邦船が危磯を乗り越えて世界に雄飛
することの出来るもととなるであろ
う。航海速力18ノット以上で’しか
も載箕量が大して減らないような優
秀磯関の多愛生産は,､世界の危磯に
際し舶用機関製造業者に与えられる
大きな課題であると思う。
次ぎに油概譜のことを考えて見た

u､。油は戦略物賓として極めて重要
なものであるなどと今更いうのは烏

詩の沙汰であって，この有無こそ戦
の此戯腱を決する鍵であるともいえる
のである。現在世界的に油樅般の不
足を告げているのも，油の掻き集め
に各国が躍気となっているためであ
る。東西両陣営が，その争奪に力を
注いでいる。油田地方はイランとイ
ラクである。イラクは共産陣営から
見れば,間に軍群勺にすでに著しく
彊化されているトルコが介在してい
るから簡単には近づけない。とはい
うもののすぐ背後にソ連の空軍と陸
軍力とが迫っているため’1，ルロは
必蛍しも長く自由国家陣営側につい
ているとは限るまい。ある､､は中立
化する可能性があ壷。それでトルコ
及びギリシヤをめぐり，真創な動き
がアメリカ側にあることも額ずける
のである。何は兎もあれイラクゐ油

あったことである。中共の沿岸には

溢水艤宏修理エ場となるような処は

ないから，恐らく基地が南方に移さ
れることは無いと考えてよいであろ

うとまた極東にある潜水鱈は恐らく
は欧地区でドイツ矛統め援助を受
けて建造され，解体の上鉄道で極東
に運ばれ現地で組み立てられたもの
と想像される。従ってこれ等はUポ
ートの小型のものであろうし，それ
に基地の関係から考えても，それ等
の行動半径は台湾沖から沖縄及び日
本群島厩辺並にアラスカ沿岸附近で
ｲ鳶ないかと思われる。であるからそ
の潅躍によ･り日本が中立の礎として
も，潜水艦の被害を邦紹が被むる磯
会が多くなると想像するのは決して
無理ではないであろう。今過去の実
例を振り湛って見ると，第2次大戦
中に於ける日本の新造船は年によっ
ては100万噸を越えていたのである
が，潜水艦による邦殻の被害鉦はこ
の新造盆をかなり上廻っていて，逢
に在来の保有透を割って仕舞ったの
である。その原因の中には，ただた
だ新造の量を上げることにのみ作戦
指導部は眼力;くらみ，低速な戦時標
準般伍急造ばかりに没頭していたの
と，下手なコムボーイ指導のためで
あったことが数えあげられるのであ
る。その当時でも心ある造船屋と船
乗りとは潜水艦の襲撃を回避しよう
とするなら，船に18ノツl､以上の航
海速力を持たすことと，単独ヂグザ
グ続行を許すことを主張していたの
である。勿論これのみで万全を期し
得るものではないが，高速による回
避率が大きくなるから，たとえ建造
鐘の減少を見る.とも低速もの許りで
全損するｭよりは遥かにましであった
と考えられるのである。

以上が危磯に直面する新造焚物船
は潜水艦から,の被害を極小にするた
め航海速力を18ノット以上にすべき
だという浪人の議論の根拠であって

‐

つ

としてはこの際自国に必要なだけの－
．油稚船を速力寸に建造､して置く要のあ ･｜

ることは，一鼓焚物鰡め場合と少し
・も変わ･りはなく,.また所要以上に造
り過ぎても少しも冗にはなら．ない。
若し除剰があるならば，これは国謹
、こ協力するよいよすがとなるからで
ある。この油稲鰕､も18ノット以上の
速力を出し得る.ものであるべきは勿
論のことである。、

伝え聞く処に蚕ると米国のマルク
詞.ナショナル・キヤリヤー造船会祇
では，英国の造船所瞳繁忙に過ぎて
使用出来ないことと，米国内での窪
造は船価が高くなるため，24,000総
噸級大油糟船6隻を日本の造船所で‐
建造する計画をたて，播磨造船呉船
渠を謹んで，その使用法につき総司
令蔀運輸省及び擢磨造船所と昨年来
交渉を進めているそうであ．る。これ
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｡

職日本の薄織罎とって薮通すべき遥辮力誉満庭させるこどは出来ない｡ｴ業国としてはこれ等の人達を
零とであり'また失業都市救済賑一い°必要なる企業整備は,当然行わすつかり吸收し,能率よく働かす処ハ員~－2‐

看てあ苞と思う｡蕊岬既に贈価引.るべきであ･り,優良な造紹所も企業迄進んで行かなくてはならない｡ｴ
'き下げの点から呉の張力な造般設備‘の合理化に大いに努めなければなら業国として成り立って行く上には何
利用について本識3巻第4号に震な（､｡日本はその地勢上ノルウーーよりも造艦国として世界に進出する
言を並べたのであるが'"これを来園の如く海蓮国としてば立つであろうようにして行くのが第一であると息
の会祗で使用して呉れるのなら'犠旧が'蚕産応乏しい点から造船国とじう｡何故なれば造船は綜合工業であ
潅軍工廠の跡とはいえ新造譜を鏡け．て立つのは難力¥しいと論ずる『人があるからである｡船の価格の60%を他
て行つでも'蓮合国跡ご脅威を与え・る°しかし浪人ほそうと伽らなv、工業に廻さなければ船は出来上らな
ることはより少なくなるである.うじと思うし，また造船国と［て立つよ・い処に造船②特徴があることは既に
願ってもない幸が降って湧いたものう国内が協力してもって行かねばな痩言に並べたから〔本誌第3巻第5
だと思うのであるもただ此処は賠償らないど思っている｡。､それはﾉルウ号〕此処には繰り返さない｡造船が
に指定されて居る処でもあ繕り，講祁・ヱーﾐとは#全く国情が逢うからであ自国の海運界を賄って行；ぱかりて後の処置にも関連永あるであろうか‐篭、ノルウヱーの奴き面積に比し過なく，優秀な船を安価に造ることに

，E

ら'事務的にも面倒な事があるかも“′j《ともい,う雲人口の国でIま;海運努め各国の船をどしどし引き受けて
知れないが，円満§こすぺての交渉がによる外貨盤得だけでも国の繁栄を活溌に動いて行けば，これに関連し
趣び当該会証としても採雰氷とれる期し得る．であぅろうが，日本の如き蚕て謹蝿業磯械ｪ業電気工業から化学
上うな結果となって'速かに実現の源には乏しくしか尋も耕地面積も少な工業其の他に至る迄，極めて明るく
塞職ご達することを望んで止まない。‐く，徒らに過剰の人口を擁して苦し動き出し･て行くの蚕ある。この世界そうして此処が長く自由国家陣営にんでいる国は,どうしても工業国との危機に臨んであるいは捲き込まれ
寄与'し得る場所となることを心か,ら．上て秦展して行かなくては,人の捌る恐れもあるし，また飛ぱっちりを希ぅものである。’

きは出来争'独立国として立っては”受ける懸念もあるが，全く裸となつ
〆

‘さて世界の危謹に便乗するような行かれまい｡ただ工業国となるにした日本が更めて工業国造紹国となつ
形とはなるけれども’これで海運界ても原蝿の多くを輸入に仰がねばて立ちあがり，世界の平和に寄与す
の愚気は立ち直り’この峰縮した‐ならない事に国民は思を致し,他国る基礎を固めるのは今ではないかと
日本の造船界が再び活溌に動き始め：に比し一層勤勉に立ち働かなくては思う。妙に取り越し苦労をしている
るのは疑いないことである｡ただしならない点が他と逢う処である。農時期ではない。一路最悪の場合に処
優秀鞘の建造を主とすべきであろう村にも人は除っているし役人も多す′する方向へ,迩進すべきであると恩
から，この船晦増張のみでは過剰のぎて肖驍よく動いている,とは思えなう。

‐~=~､~J--~二雪~一一息~一ｲー~.~--~ー~-~ー~一~一

、

ザ

｡

船 舶技術資料
第一集

U

扉メリカ大型タンカー約40隻の詳細参考蚕料。
定価一部40円〔〒5円〕’

第 二集‘・
これはAmericanBUreUofSIJippingの調査蚕料の

日本版です｡迩続省船舶局がA.Bの許可を受け当協会
が発行致しました。A.B.船級船舶のデータ，米国造
船,の現状が手にとる厳によく分，ます｡．、

定価一部45円〔〒5円）

船 舶技術協魯a
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的な形態美を持っている。つまり初期α､船舶と比較する
､と餘分なものは持っておらず，あくまで接能的であり，
形がより単純ではっきりし'ている。近代船舶では，マス
ト，デリック，船楼，太短い煙突が熊首から艦尾までの
シヤーラインの上に存在しているのみで，それ等広間に
高さの抑揚のリズム，マッズの配置の効果と位置のバラ
ンスが成功していなければならない。形が単純になって
来ても単調であると云うのではない｡.引締める所は十分
引締めているのであつ'て，形が単純になって来る程その
引締め方が難しく，一歩あやまれば間のぬけたものにな
ってしまう。全体としてバランスが取れている事が必要
で形が初期の船舶のように棲雑であれば，ごまかしもき
こうが単純になれば，それが出来ない。
均斉がうまくとれているかどうかと云う事は，せんじ

つめれば各パートの他のパートに対するプロポーション
が成功しているか否かと･云う事に外ならないのであって
近代的な単純な形態には，最早やプロボーションを考え
る事なしには何も出来ない。

1．算術的拘齊論

AとBの二つの量がある場合に,A,E間に一定の比
率が存在し，その比率が或

G①鱒!灘鰯不安定な感じる持つ。A,

「~訓，裂篭無駄麓B

ABとはプロポーショナルで

あると云う。。

⑲、,騨窒撫蝋じられた。即ちギリシャ建

FIG1築の基本とな二つたのは人体

の比例であるとか，パルテノンにはどう云う比が存在す
るかと云う事等である。これ等は1：4とか1：6とか
2：73：8と云ったような比咳的簡単な整数比で
いわゆる算術的均斉論である。

算術的均斉論による船舶の解析は従来艇々行われた。
即ち船の長さに対してマスト，デリック，煙突の高さ雛
何分の’であると噂，ブリッヂの長さがどうであるとか
或は叉題突とマズ1,広間の間隔の比が幾らであるとかで
ある。

2．面識的均齊論（幾何学的均齊論）
造型上伍美的騨成は勿論，自然界に於る比例的調和は

この幽ような単純なものばかりではなく無理数を含んだ歩f←

－

幾 何學的船型論

－理論篇一

卒 山了也

まえがき

船を見て〃これは〃と云う程のものはそれ程沢山ある
わけではない。これは洋上を航行する錯舶と云.う偉大な
建造物を造るに際し，造型意識が足りないからである。
「建築は芸術である」と云う言葉は建築屋の何時も使う
プライドを持ったセリフであるが，それはそつぐりその
まま船にあてはめる事は出来かねる。何故なら錯舶は建
築よりずっと嬢能的であり機械的であり．，自然に対する
麓異が大きいのでF突拍子もない事は出来ないからであ
る。しかし自動車の形を見るがよい。もうここらが近代
化された形の最総点だろうと思っても’次から次へとス
マートなものがデビューする。それはすべてが磯能だけ
から走ってしまうものではなく造型上腕をふるう餘地が
多分にあるからに外ならない。船も万事この要頗と考え
て大じた間違いはない。つまり飛行機のように一寸形を
変えたからもう飛べなくなると云った程船はせちがらく
ない。水線下は理づめであるが，､少く共水線上は造型上
の餘地がある。我々の眼に見えるのは水の上だけである
から結局船の形は意匠上の除地ありと云う事になる。否
これなくしてはせっかく何億円とかけて造ったものが気
の毒過ぎる。しかしそれは金の問題であると云う人があ
るだろう。確に或る意味に於ては正しい。けれども「近
代的なものはすべてシンプルである」と云う事は成り立
つ。意匠とは花電車のように飾り立てる事ではなく，如
何に無駄のない単純なものにするかと云う事にあるのだ
から，この意味で経済的である。

均齊論

、

巳

、
、

ｑ

『

何繊鱒鰄鰯磯鶏基雛裟
ある。

船舶が漸く近代的な形態を整えるようになったのほ，
今から約30年前の事である｡即ち

BREMEN(1929年独)NOLMANDm<1935年"].
QUEENMAY(1936年英〕の出現である｡、
これ等の船舶は近代的に洗煉された科学的な力握い駿能

ｌ
ｉ

例で瀧成されているものもある。無理数を含んだものが

1－
ノ

一己－4

ワ

1
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．こらに述べようとする面積的均斉論であるもこれは1920,
年JayHambidgeによってDynamicsymnzetryなる
名で発表されたもので’その取扱い方が前の算術雌の
に対し幾何学的なので幾何学的均斉論とも云われる。
算術的均斉論はFfつの線の長さに対して他の線の長さ

・を較べるいわば1次元酌方法であるのに対し,この方法
は1つの面の拡がりと他の面の拡がりと広間の関係を論
ずるところの，2次元的なもので面積を基本とした全く
，発点を異にした方法である。

･DynanncSymmetryは更にﾕ937年江唯義氏により、
改訂DynamicSymmetryとしてより整理統一されたも
この取扱は次回の解析篇にある賎舶の解折の実例を御

覧になるとよく分るが基礎理論及びその解析の実例に関
一

する詳細はHamWgeDynamicSymmetryofTliE"
GreekVaSe及び1937~1938年の国際簑術享真蕊誌
'g8CAIERIE"の第1へ8講を参照されたい‐。戸

改訂DynamicSymmetry(R.D.S.)

改訂DynamicSyminet可に於て伽する基本図形は正
致一三極方形(S)と旋廻方切
の

負月月』・3形矩形とであって
､

○一○－0－了－0二の二つの基本図‘I｜I殖土田､､…－，≦

対数曲線はFIG

3に示すもので

OB2=O五．で~己

であり,AB+B

C+CD+DE+

なる関係がある尋

黄金分割とは，

ExtremeEnd

meanrati9(中末

比〕の事でFIG

4AB上の一点C

を

C

L

H

、
皇

FIG-3

CA B

．を

FG4

， 4 C 2 = A B o B C -

なるなる関係を満足する如くとったもので，

Ac/Ec=,/血ﾆーﾕ:｡.618
これはSChimper-Braun級数の一般式

1

． 1／
n+-=--

ノ1＋1

1＋1

1＋･･･

に於てn=1の場合である。

’

1‘

形矩形とであって

この二つの基本図

形を用いて後で述

べる分割法により
解析してゆくので

ある。旋廻方形矩

形WhirliilgSpu
ar･eRectangle-

(W.S､）と云うの

は辺の比が黄金比

即ち1:0.618の

、
、

、
．
○

、
、

’
Dひ

C

’
W.S.はF1.¥5

に示す如くAB/B

C=1/0.618であ

って,0.618.は

FibonacciSeries

の相隣る二項の比

＝

÷

’
日、‐一‐ーロー~画菅杢曹ピノ｡n
国を各項とする級数

EIG20'如き矩形であるFIG5の收敏値となって今

〃o

DynamicSymmetryは自然界の生長の形式の中に見W.S.とFibonacciSeriesと黄金比とは互に結びつく
娯躯た法則であり,植物形態学に於る調亨の法則と密Ⅱ/園:2/3:‘/5:｡/8:8/13:'8/塾,:"1瓢:鯉/":"/鼬:…・・
・撲な関係を持つもの'で,生長の形式とい対数曲縛で級数=0.500:0.667::0.600:0.625:0.615:0.619:0.617
で表せば,Fibon.cci級数として示される。即ち:0.618:0.618:…‘･・
1，2，3，5，8，13》2ｺ,･劃，55,89．．．…又FIG5のW.S・の対角線ACにBから垂線BOD

〆で，これは相隣ろ2項を加える郡により次の項が生れるを下せば正方形ADはS矩形BDはW.S.となり,W.
ので1対の兎の繁殖の仕方を示している。即ち最初i対S.BD'に同じ事を繰返せば(W.S.)BDは再びS.と
の童がいて，ユ月後にi対が1対の子を生み，2ケ月A後W.S.に分割される。この場合ACとBDとの交点0を
にほ親は1対の子を生むが子は生まない。従って2ケ月poleと云う。そして,ABCDEFGH….…は対数曲線と
後には計・3対となる。3ケ月目も2ケ月目に生れた子はなり，正方形(1)（2）（3）（4〕（5）･･･－をPOleOの周
まだ生まないが，それ以外のば夫々1対の子を生み合計りに廻転してゆく。これが旋廻方形矩形と名付けられる
5対となる。この聯を鰊返せばFiboncci_級数が作り理由である。このようにしてW.S・は対数曲線及び正方
出せる。(FIG2)形と結びつく。
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I

3．分割法

W､S.の分割

W.｡S.の基本的分割法ぼこ
種あってFIG9,10に示す、
如くである。FIG9に於て対
角線ACに豆より垂溌を下L
CDとの交点をEとしEF,

GHなる線により分割する。
これを繰返せば前にも述べた
如くAECEIJKLMなる対数、
曲線を生ずる。

他の一つはFIG,10に示す
如くpaleoを通り各辺に平
行に引いた線EF,GHによ
り分割するのである．この場
合には対数蝋はGFHEIJと
なる。

この方法で分割されて出来
た各小矩形が如何なる矩形か
と云えぽFIG11,12に見る
よう､にS及びW.S.から成り
立っている。これがR6D.S.
の特徽でHam"dgeのDy-
namiCSymmet.yには見ら

れない点である。．
S.の分割

S.を前の方法で分割したの
では全然意味がなくなる。S.
の場合にはW.S.の如く一定
の法則があるわけではないの
で，その分割法も亦無数にあ
る．が普通用いられる例を上げ
ればFIGi3である。
以上の分制法唯原則的なの，

更に0.6,8の持つ性質を述べれば次の邇りである。
0．618×1．618＝1

８１６●１
．
十

１’
ｊ
８
８
６
１

８
１
１
３
二

ｍ
β
Ｂ
２
標

エ
バ
狸
魁
睡

一
一
１
１
１
・

昭
一
一
一
一
二
１

・
９
“
零
↑

６沁
侶
紅
”
６

１
弱
弱
弱
２

、

~oU4Oーエ。U』U・一ユ．b 一●曹一ゞ 、

4.236=1.6183=1,618+2.618FIG13
1 . W.S.の作図法’

W.S・は幾何学的にどうやって作るかを云えばｳ極め
て簡単であ｡る。

，

Ａ
６

b 6肉

Ｈ
Ｅ

■

8 8 C戸
匡一C

F I G 7FIG6

FIG6!は正方形ACの外に作る方法を示し,B"Cの中
点Eを中心と｡してEDをB℃の延長上に倒せばABFGIJ
W.S.となる。
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FIG11～FIG12

FIG7は正方形の中#こ作る方法を示し,cbの中点E
とBを結びEを中心ECをBE上に倒し,Bを中心BF

をAB馬上に倒せばBCHGはW.S.である。
2．結・合法

船舶を解析するに当り被解所船をS6及びW.S.を数個
組合せた→っの細長い矩形で包まなければならぬ。
ヨット等Iを除けば船は一鰯こ細長いからS.及びW.S.

を3～5個組合せた細長い矩形を用意しなければならな
い。普通全長Loaとマス唇トの高さ(満載吃水線からの)と
の比は3.4～5.4位であるので,､解析に際してよく用いら
れる包括矩形を示せばFIG8の如くである。

'[==[]_｣_｣_一一」-であって実際の解析に当って‐
:::iF二斥干ヨド辮蕊識鶏

卵df・

"｡IJH=J=1灘緩繊･翠篝焼君

"‘｜_|｜｜｜'に関しては次回の解厨篇中の

｡

’
罰3＄ヂ

パ江

S学72
心こ 熱篭讓謡論え

なきものはW.S.である〕
〔東大大学院学生〕
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・菅．式 木材薬
（グラピヤ1

品乾燥法
煩参照）

中一山
一

修 FS
へ

P

緒 ．言

繍撫鰯鎮護電蕊零灘
法として議題に上り’叉最近特許庁より昭和25年度の重
要発明のトップとしえ研究補助の表彰を受けた菅式木材
薬品乾燥とは如何なるものか,その方法の概要と今日室
での経過状況を記述して,関係者雛の参考に供する。

發明の動機と漣逼

本乾燥法の発明者菅誰一氏は永年輸蝿品の製造,‐
販売に努力して来た人であるが,同氏は輪当木製品が海
外，殊にアメリカの如き室気乾燥度の高い土地に麓て，
轍出された製品が木材素地の乾燥收縮から,反狂や亀裂
を生じ,クレーム或はキアンセル等の苦い経駿を歴々な
めているので'この問題を解決する為にあらゆる方法を
職童憩麓麓難鰯繍職蕊
が得られず’短期酌入の場合は量産不能となり．或は．．
スト高となって到底採算が取れぬ等好磯を逸する大部分
は，木材乾燥の点にあづたの雷独自の力でこれを解決
せんとして薬品乾燥に満目したものである。
然しこの方法を発見するまでには，自己の化学知識を
しぼって，各種の薬品により種々の方法を試みたもので
この間と業技術庁東京工業試醗場大橋技官の援助を受け
ここに到達するまでに4．5年の日時を費している｡，

使用薬品とぞの特性

である。
グー

口

〆原理一と’装置
『凸

木材薬品乾燥法としては従来試駁的程度で，実用化さ

鼎職鰯蕊餓壷溌裁繼鱒豐
米国マヂツン林産試駿所で発表している。食塩水，燐酸、
アムモニウム等に浸漬した後，天然乾燥或は人エ乾燥に
附する方法等があるが，本方法･はそれ等のものと全然異鴎
つた新しい方法で,､原理は熱と他の化学作用もあると見・
られj木材内の含有Zk分を蒸発抽出させる点については
蒸気乾燥，高周波乾燥，熱風乾燥等と同様であるが’然

司

し従来の室気中で行うものに対し，液中で水の沸点以上
f(120.,,LI40｡C)_の熱度で乾燥させるものであるから'
勉速度は後述及試駁データーの邇り従来の乾燥法の数
10倍で過って,乾燥処理中に起る乾裂問題も；液中処理．
である為関係湿度の調節等何等必要なく，関係湿度は
常に100％を保持す巷から如何なる材種，材厚に対し
垂も殆ど心配がなく，ただ楢の如き3吋～4吋以上の厚′
材の高水分のもめに対しては,温度と隠間の調節を要す、
る事は他の乾燥方法に於て行うと同様であるが,然し歩
止り率は非常によく，筒この完全防止について好結果を
得,,､近く発表の溌定である｡

装置は上述の原理によって解る通り,0,炉及加熱乾燥謡があれば出来るのであるが,これに附属する薬品回收装
置が必要な訳で,ﾆその装置の概略を示せぼ次のよ･うなも
のである。

即ち加熱乾燥罐を備えた炉を設畷し〔'基2基3華等峨種と韮榊"’翰厚にょ,その…篭，｜
る〕一方に気化薬液4壌化エタン〔以後毎.C.E､と記
す〕及永蒸気の冷却雛，､T.C､Eと水の分離雛，材に附
蒲乃至浸入しきているT.C.Eを取る為の減圧操作中に出
るT.C｡E受縦,減圧用トラツ乏及,薬液貯槽を装置し
てノこれを乾燥処理中に発散する，気化T.C.E及水蒸
気を溌導する誘導管典T.C.E鐡遥醤によって謹結し
これに職迭ポンプ及減圧ポンプを術えたものである。
“頁琴霞図参照〕。 イ

ー乾燥方法及び操作

乾燥処理方法は現在実験使甫している,石入乾燥繩3
、

■＝

〆

一

字

本薬品乾燥法はアイデアと亀して最近我国の特許を得た
.‘もので，世界の木材主要国たる米，英,佛，伊，カナダ 〃

ｽｴーテﾝ,ノルウェ,フィンランドの8ケ国へ対しても

も特許を出願したが，その使用薬品はｱｾﾁﾚﾝ瓦斯と
塩素瓦斯の合成による四塩化エタン組成CHCL2，C
JJCL2,比重1,593|～1'005(atl5｡C)沸点1畠Ooへ150.
C,凝固点-36｡C,比熱0.268<a.20°C)で，その他
は省略するが,その特性は揮発性であるが不燃性の無色
透明な液体で引火，爆発等の危瞼は全然なく，また安性
翌<水に殆んど不溶性であり，一般金属を侵すこと非常
に少〈，回收は蒸溜法腫依って行うものであるが，本薬
品乾燥法はこれ等の特性の大部分を完全に活用したもの

■
■
■
■
■
■
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〔”‐燃料の節約．
T.rb.Eは比熱0.268であって,蒸気乾蝿こ要する熱

カロリー計算Iこよる燃料費の約4分の1位で済むことは
今日までの実験で椎められている。
。（6）乾燥歩止りが高い

前述の邇り液中乾燥であるから乾裂問題も少く，楢材
の生材の高含水率のものでも，温度と時間と特別処理操
作によって90％の歩止り乾燥が出来る。
､（7）乾燥コストが非常に安い
以上の諸点によって明らかな様に時間の短縮と特別の

技術者を要しないから：これ等による人件費の非常なる
軽減が出来,､又，燃料費の軽減も前述の邇りであって,‐

加う．ろに乾燥歩止りの．よい準一畢に釜処理が出来る患

も計算に入れれば従来の乾燥法と比該して非常なコスト
引下げになる。

や

詞を有する処理磯について説明すｵt",.先づ第ユの乾燥
罐中に処理木材を挿入しT.C､Eを輪遙ボンゴにより同

霞歸聯雛辮蘇懲悪燃
気となってT.C､E中より急速度で噴出する。処理時間
は15頁データーの通りであって乾櫻度の測定は処理前の
含水率と処理中蒸発抽出されて分離菰から出る水の量に
よって計算することが出来る｡かくして必要乾燥戯達
した時,T.,C.Eを次の樹処理準備を了えた第2乾燥
罐中へポンプにより輸送し，第2乾燥繩の処理に移る｡と
共に,T.C.Eの送出を経った第1の乾燥罐中の処理材
に附着又は浸入しているT.E.Cをその餘熱を利用し減・
圧ポンプ〔約100m)を用いて30分～60分間蒸発抽出を
行えば，完全に抜け経るのでこれを取り出し家の材の乾

｜燥準雌始める仕組である。また1方,乾燥処理中I蒸発したT.C.E及び水蒸気は
誘導管によって冷却雛に送られ，ここで液吠に還元して
これが分離雛ぺ来て，ここで分離したT.C:Eは貯糟に
還り水ぱ排出して含水率計算の基礎とする。
また乾燥操作後，材'二附着したものを減圧ポンプによ
り蒸発抽出し･たT6C.Eも前同鎌に冷却潅中にて液化し
液受誰を径て貯糟に入れ’これを順次循還使用すること
になるが，ロスは非常に少く木材’石当り300瓦であっ豆、

'

次の原価計算書を参照せられたい。

’
石當．り
乾燥經我

l

I
計 算 ・ 基 礎

1．乾燥機訟術饗，其の他
に要する識“一切を含め

′芋2,000,000とする

2．設備の耐脇年限5ケ年

薮一目
一

設術償却識’ 設価
て

、

とし

筵を償却年限とする

3．計算.を簡単にするため
均等償却とする

4．一年の稼動日数を35o
する

2，000，000，
5×350×50

毎年

I'

日とて0．1％である。

特長及 び利黙

この乾燥法の主なる特長’利点とする処は下記の通り、

’〆

蕃認."1
’

｜
設術に要す

る金利

～一－

1．金利は銀行金利日歩2銭6
厘とする

2,000,000×砦器且×六 ’である。

（1）乾燥時間の非常なる短縮＝
附間は材種,含水率及材厚によつゼ異なるが楢の駒
等特殊なものを除いて，数10分邇乾燥出来，楢の厚材に
ついても数時間であって，従来仁日数の問題は分時の問
題となっ･て，その急速さは非常なものであることは○頁
別表によって明かである6
（2）生材から誕乾まで一畢に全処理が出来る
切り出しの生材でも惣め天然乾燥を行う等の必要なく
必要があれば絶乾にすることも容易であって，'乾燥時間

琴10．40

１
１
１
１

。｡
■■

1．「テトラ，ク画一ル，雫夕饗
ン」は1kg琴110とする．’

2．石欝りの築始消靴は林業試

蕊
ロ
、

職所にて確められた300瓦と
する，之は石に對し約0，1％
である．

O;3×110

Q

￥33．00
－

燃料 饗|'朧謬灘鷲購職蕊 L

現在半石入乾燥腱にて綜熱利
用にて2ツの乾燥聯を挫綾交
互に使朋した薪代から推定し
ても石稔り30且Iはかからぬ程雫
である。

1．工農5人を要するとする
我2．1人の日給を琴300と晃倣す

ー 型些 堂、 ，審
50

3．努務間接没は1人1日蕃
200と見倣ず

2伽×5馨
50‐，

に大差力;ない。
（3）操作が簡単である・
関係湿度の識餓や乾燥中のピース橡査を要せず又高級
な技術を要しないから誰でも簡単に操作出来る。
（4）高度の乾燥容易・
従来の乾燥法で困難とされる含水率10％以下の高度の

乾燥も容易であって，例えば職の1吋材の含水率30％の
ものを5％にする所要時間は約100分である。 冤吾

蕃30．00

努務

￥30．00
－

1

’審20．00

－45－

●
ジ

●
、
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1．モーターは3蕩力(224KW)
動力我

些騨欝鶏騨誌威一

力は2.8KWになり1H所要
電JJ"2.8×514KW日

2.,動力電力饗1KW日懲り90
銭基本料金1日32％とする

必･×0．9＋32
－一－

'5~0.

’
‘工場建坪は40坪である。

虚理材の加工に對する諸問題
処理材に対するT.C.Eの影響の疑問は等しく抱く処
であり’従って材の狸度如何，或Iま接着加工,塗装加工
着色,耐久性等諸種の疑問が出ると思うが,T.C.Eの
完全に抜いたものは，従来の人工乾燥によったものと何
等変らずまた多少残存する事があっても影響がない。
’5頁東大農学部の平井助教授による張度試験等のデー
ター及工業技術庁東京工業試験所の試験報告書を参照され度い。

’ ￥、89

其のイ也雑変引當
一一

合計以上相常餘裕を考慮した計算絞
寅際には之以下になるものと

．′思われる

￥5．001
－’

．’

》
、

￥152.19

原価計算櫛､要
夕

本計算は下記の事項を基準として算出している。
、乾燥磯は木材仕込量1回ﾕ0石入とする。

趣噸巽鱒難鯛蝋鰯弓鞭す≦
③1日10時間作業とし乾燥5回従って1貝の乾燥量50

石とする。：

結
言

今日迄の経過並に椴況以上の通りであるが，此の方法
は既述の鋤本邦独自の発明であり，関係諸官庁及学界
に於ても重要覗され，造船，車輌，自側車ボデー，家具
その他のメーカーで設備の段階まで進んでいるものもあ
り，国鉄大井工場でも採用決定した。〔元通産省技官〕

ノ 〆

’
〆

’
〆

〆
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１ 迩鱈一 ﾕー ｭ劉堕

船底塗料に關す る 星

最近日本ペイン1､で船底塗料に関する研究報告会が催
された。席上報告された結果は次の遡りである。

1．有機毒物の有效度について．
…~~…=…卿酎…’~…爽繩…1．ゞ蝉に隣雌料の歎鶏鋤している｡ただ之…｜された｡席上報告された結果は次の遡りである○’硝子描内に海水を流し，この中に賦駁片を浸漬していた

’が，これでは試験片の位置による偏差が大き｛くて実験結1．有機毒物の有效度について．

果の瞼討に不利であった。そこで今回は円形の循子槽内
船底塗料として使用の可能と考えられる有機毒物を逐次に同心円の枠を設け，之に試験片を品下げて枠ごと低迩
識嘩してフジツボカフサコケムシ，セルプラに対する有′で回転させることとした。硝子糟は適当な光線と温度と’
敦度をしらべた。！あたえることが出来る。又試駁片の種類を均すことが剛
その結果フジツポに対しては防汚力の大なるものが数来たため多数の実駁が行える様になった。この回転式の
震孟雛撤溌謹;驚震謹蕊蕊鱸醗鱈雛撫鱒難慧その敦果は著しく増加するが未だ完全ではないことが判′
った。

3．合成樹脂と船底塗料．

一つ面白いのは農薬として販売されているB.H.C・～或種の合成樹脂を用いた船底塗料は生物試験及び海中
はフジツボにも有数であるｶ,鎧鍵の場合γ－B.H､C.浸漬試駿の結果防錆防汚敦果に於て従来の塗料に比較し
が右致成分と考えられているのに，フジヅボに対してはて極めて優秀な成績を示したざa－B.H・℃・も同嫌に有数であるらししくことである。

。船底塗料として使用の可能と考えられる有機毒物を逐次
獄嘩してフジツボカフサコケムシ，セルプラに対する有
敦度をしらべた。

1

1

4・ホットプラスチックペイント．2．防定塗料效果の試蔵法について．
ノ

．‐

雑の後の座談に於て笠原氏は米国に於て実見したホ
この研究会では生物学関係者の協力のもとに附着生物ツトプラスチックベイント〔本誌第2巻第6号33頁に

の人工伝育を行い極く小型広試験儲を使用し,実吸室内，紹介〕の成績が完全であったと述べた。
－－－46－－－
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一救命艇仕穰書一一
．亀 一

コーストガードの救命艇仕檬害(No.2)
一米国.船用品規格一、

、水品政雄

釧縦雛は普耀に操縦して,,｡"顔以上"鱗を雫一擶:雄貴書に議しない場合域審議の柳こ嬢
用する深さ(D)は前記の最小限度の舷弧に達する迄深均3節以上で推進出来るものである。

(c)手側推進器は素人でも操縦出来且つ救命艇が浸さを減じたものとして扱う。‐
氷しても操縦出来る様に設計される。 (b)容種の計算式、

救命艇､容演は次の計媒式に依って算定する。(d)手働推進装侭の鱗造についての仕穰書は別に定
L×B×D×0.6〔立方沢）

める。

(c)船主の鑿択権、

船主及び製造者は次の巖な方法で救命艇の容蔽を寡5．輕金風．救命艇の構造

救命艇は怪金属を用いて作ることが出来る。どの場合定すること琴要求する権利を有す。シンプソン法則を
の鯛及寸法等は特別に許可を受けねばならない｡、 用いて救命艇の実際の容穣を算定する。

一殻的には軽金属製救命艇の識度は銅製の場合と同一 容裁＝1/Ig(4A+2B+4C)
､A｡B.Cは長さ(L)の4篭分点の面演であるqAB，であることが必要であって鋼製救命艇に対する各要件を
cは其の位置の深さを4等分して其の部分の巾を計り調足せねばならない。 識こシンプソン法則を応用して算定する。但し舷弧の
高さが両端より長さ(L)の位悶に於て長さの1影でな6．木製 救命艇

木製救命艇の材料寸法等は特別に許可を受けねばならぃ場合は其の部分の深さを加減して容誠の螺定をなす
‐ユ

(d)手伽推進式救命艇等の容積
（1）手側推進式救命艇の容額は前記7に依る。、ない。

一般的には木製救命艇は鋼製のものと同一の弧度を有。

'‐‘蝋獅艇に…州を満……い。（”蘂"付"鍵の癖謝痢…，蕊赴た容領より次.こ掲げるものの容穣を渥除する。但し舷
7．救命艇分容菰 弧より上に在る部分は算入しない。

藤関格納纐,磯關附属品格納箱,無線機格綿箱，探(a)定義
照燈格納箱。、（1）救命艇の長さ(L)'.

救命艇の長さは船首材の位置に於て外板の内面から
之1こ対応する船尾あ位置迄の水平距離(沢)を言う。8．救命艇の定員も

但し角船尾型の場合はトランツンの内面迄の距離と救命艇の定員は下記の(1〕(2)（3）に依り算定した定
する。貝のうち最小なものとする。．
（2）救命艇の巾(B)-.･(1)救命艇の容穣10糞方蝿に対して1人の割合｡．

（3）救命艇の深さ(D)

救命艇の深さは飴の長さの中央に於て竜骨の上面か－＝
ら.Gunwalesの上面の水zF線迄の距離(沢)を言う。
但し計算に使用する救命艇の深さは巾(B)の45形を．~

I

’
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（”救命艇の図面上座席に不図の形状のものを歯列定員の重量に相当するだけのパﾗストを謹め船底に讃出来る最大蕊
んで置いて以上の穰な試験を行う。

“）救命胴衣を着用して寵を使用出来る範囲で着席・この場合定員,人当りの重量は次のとおりとする。
出来る最大人員。、バラストの種類一人当り重量

毒藍”

座尾の72封度このイ血
止めあ

9．試・験桧′査． ‘来る。

定員全部が救命胴衣を蒜用し他の妨害なく鯉をこぐ

(a)救命挺は建造中其の配置及使用材料が承認されに充分な席があるか何うか実演試験をする。
た図面の通りであつ･て工事が良く行われて居るかを徴査
する。 （4）乾舷試験

備品及び人員の居ない状態に於ける舷弧の最低点に

空気槽については’封度／平方吋の圧力試験を行い且於ける乾舷と満載時の乾舷を計る。
つ充分な彊力があるかを試験する。．（5）傾斜試験
b)救命艇の設計承認をなす為には翌め次の諸試騒

を行う。ノ， 座席試験のあと中心線を罫に片絃の全人員を揚陸す

（1）狸度試験． る跨った片舷の人々は其の位邇を動かすに真直に坐っ

て居る。（残った人々は全人員の半分以上である〕こ救命艇の船首尾をシヤツクルに依づて吊り揚げ其の
長さ，巾，深さを計る。 の場合の舷弧の最低点の乾舷を計り之が深さの10％以

・上であらねばならない。

備品食糧'飲料水及定員に相当す弓る蓮量物を蔵み其(c)モーター附救命艇、‐の場合の長さ，巾，深さ･を計る。、
モーター附救命艇に対し'て．も前記の全試験を課す。

前記の重遼の25％増の加重を示し其の場合の長さ，
巾，深さを計る。 弓之に加えて速力試験及満敬状態で速力6節の場合の燃

料消費量を計る。油簡は24時間以上の航海に対して充分

この試験の結果変形があつ宝はいけない。でなければならない。
（2）潅水試職.(d)手働推進式救命艇

救命艇の完成状態に於てリリーゼングギーヤを含鋒， 、手働推進式に対しても擢推進式に対する各試験を課す
備品,食糧箱,水槽,-油槽を含まな､献態で潅水して 手働推進装演は満足に操縦出来るものであって満載及

みて浮んでいるに充分の空気梢を備えて居るか何うか室船の状態で1000沢以上のコースを少くとも3節以上で
－1

を試験する。
航走出来溺ればならない。

之菫鶴鱸鰯撫驚黙辮： (c)型式の承認を受けた救命艇に対する試験検査
承認された図面等に依って作製される救命艇に対して

以上の試駁に於てモーター，車軸，推進器，ラジオ，は,"9-(a)の稔査を行う。
電池,探照透にづいては同じ重溌のパラストを積んで之モーター附救命艇等については作動試験を行う。等に代える。、

〔海上保安庁〕

,（イ）取外式の空気槽の場合、㎡両一雨,,,,,壹需鼎,"...,’‘,‘‘,‘一","‘".._u噌些=夢‘,"""_""""￥“,""Ⅷ._"",,"_‘
空気糟は浸水状況で飴が傾かずに浮ぶ綴に観慨し且つ←船舶電気装備其の容識はGunwalesの最低部が水に浸らないだけなけ

ればならない。ル .A.5.400頁″定価450円（〒35円）

徹筌気槽の総容稜は以上の糠にしそ求められる容稜の 涙川島造艦電氣課長三枝笥英菩

他に定員’人当り’立方沢の割合で鋪さればならない。〃－分割挑申延金185円(可35円を含む)第二回150円
（ロ）作､り附の空気槽の場合、(配本後'月以内）第三回'50円（配本後2月以内）

船-舶技術協密
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帝立丸工泰佛監督ベル弐一ル氏より本論掃戦に勝一り寄せられた序文で．
．本総の完成に深笹の謝意を表せられている。
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，緒言・口扉を設け，床面には筋入ラバリユームを張り動揺時に§こることなく，叉色彩も暗青色にして航海作業に適した

1“8年8月17日舞腿湾口にて見事浮揚瞬驚サルベージものとしてある。

に成功した佛国返還船Lecontedeg,isle号ほ同月19日信利式火災探知器を備え各船鯰及主要倉庫に吸煙橇を
飯野産業舞鶴造船所のドックに据付けられ，船底外板，導き自動的に各所の探知をすると共に火災の場合には士
各甲板の大部分を新替又は修理し，臓装も全部新装し又官居住区の邇路にもベルを鳴らす装置をしてある。室内
､佛国の要求に基く近代化設備を施行し'950年'2月'5日完装術の主なる器具次の通り。操舵羅針催，原基羅針儀〔
成12月22日無事佛国側に返還された。 操舵室天井〕，操舵テレモータニ起動篭，電気式各種テ
本鰕は佛返還船のため最少の労力,最少限度の材料にﾚグﾗﾌ計5，チェーン式テレグラフ,傾斜計，舵角及

より最低コス'･にて完成し，而も満足を得ることが肝要回転受信器ストーンシステム水密スルース扉管制器，
であり,而も維戦後に手がけたる最大の容船のため鋤；信号旗櫻。
の入手,佛国希望の近代化工事に当っては可成りの苦心海図室前方は大型磨鞘子の引戸とし各々 引揚式遮光板
を払った｡以下主として本船織装の大要を記す。付とし床臓は操舵室と伺糠にしてある｡室内謹術の主な

る器具次の通り。海図机，経線儀絡細卓，密机，・ロツ労
2船鵲艤装 ，一一,本箱,方向探知器,電気親時計,電気魂葬儀,放送

1．操舵室及海圖室等器等＆．、
操舵室前方及両側は磨硝子大型窓で,前方は船幅一杯2．垂法トョンス＊＝ル

に鰈番付,;ﾈ揚げ式,両側は引揚げ式とし大型引戸の入中央舷梯を上るとC甲板のｴﾝﾄﾗﾝｽに入る｡エン

、
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‐驫妻礎識露繁事蕊呼?中E捧客の受ボー輝明ﾗｯｶー 研出し,願付はﾄﾂｺ引とし後壁中
付けであるため便利な設備を持ってい説案内所には力央部には秋七草の日本画を描き室内にはグランドピアノ

戸*

ウンターシテーブル，犬型事務机，タイプライター台，鍵及カードテーブル〔トップは片面ラシヤ片面プラスチツ
，瀧,電話,預り物鰯等を設け,其の前方には旅客に便なク張り〕3，丸テーブル6，書机,，長椅子3，安楽椅
ろ各種案内書筆を陳列する”棚を持っている。子肘掛椅子等,9脚を配置し，ゲームロツカー，ラジオ,
さ．サ麗一夢前エシトランスホ畠ﾉL時計等を設けた｡周囲の角窓には摺硝子ベネシヤンと共
大幅曲り階段に依りC及D甲板に邇じ,天共は各甲板に両開き力了テンも取付け室の一隅にバーを設けカウン
共白色艶消し，床面はボーダー入ﾗﾗ§リウ･ﾑ張りの上に‐タートツープは黒色ラバリユーム張り，スツール5脚，内、
カーペットランナーを敷き，周囲の壁瞬l柾目生地色透部のサービングスベースにはビール冷却箱,瓶冷藏庫，
‐明ラッカー研出仕上,取付は埋込押縁打とせり｡階段主･･･洗槽,水椴付流し等を設け後方壁面には洋酒瓶,グラス及
両にベニヤ板に日本画を描き透明ラツカ÷仕上とした。煙草等を陳列する硝子戸棚を設け雀揚戸を取付けた。本
階段広親柱親権は壁面と調和を合せるたあ同材同仕上と室に使用の家具木材は桜を使い生地色の鮭仕上げダｲﾆ
し'1,柱及織物は真録ニッケル鍍，手摺はラッカー仕上のングサローンの行き方に反しこのスモーキングルームは
上り甲板開口部に通じ,謹中踊り場の上方天井には大＝ﾊーﾓﾆーで行って､､る。
丸形の照湧を施し,画面礎部には生花壷を設け,C甲板テラスは一等スモーキングルームの周囲外舷及前方に

。の階段脇には左に客待朋長椅子及,i､詩を右側に植木鉢べﾈｼﾔﾝ付砲子戸及鋼製上下式の防波板を以て囲いを
を配置し優雅な感じを出してし2る。ホ〒ル中央部の両側なしテラスとし,藤椅子30脚,藤テーブル'5個を配澄し
にはクロー湯ゼツトを設け入口はカー‘テン掛けとし婦人用た。

のものには小型の鏡を設げた。6.i,OURISTCLASSスモーキングルーム
4ゞ．1逢2等壁イニングサローンD甲板後方寄り:の独立ハウスにて，正面の壁面には塩
c甲板にあり船矯の下方に位置し船の全幅を取ってあ〆1地柾自矢詞張りの上に日本画を描き生地色ラッカー磨仕

/

る｡天井は白色艶消し,全幅にわたり三条の半円形装飾上とし,前方サイドボードの上方にも日本画を描き同仕
電燈に依る照明を施し,天井面ば極力フラッシュにする上とし中央天井には廻転式摺硝子天窓を設砿両側ゐ出
と共に排気孔を求用せしめている｡床面は単色ラバリユ入ﾛには蝿開き切りの防波扉と共に稲子入二枚開普通
一ﾑ張りの上IL通路となる部分にはカーペツI､ランナー瓢を設け,角窓も大型にて充分明い室としている｡室内
を敷き,壁面土檜柾目板にｻﾝドブﾗｽ掛瓶面仕上げトには長椅子3,､安楽椅与肘掛椅子等22脚,カードデーブ
ッｺ引,とし舷窓にI赴下式ベネシヤンを設けカーテンレ，ﾙ3，丸テーブル3，書肌,サーピングテーブル等を配
一ﾙ'まボックス丙に牧めた。ラジエーターケース兼用の置し其の他ラジオ，時計，ケームロツカー並パー設備等
サービングテーブルを窓と窓の間に設け給気管を導き暖一等スモーキ,ﾝグと大体同禄にしている。
気を途風し得る蟻にした｡､中央正函こフルハイトの木彫7．スイミングプール・・・､ゞ
黒渉塗壁画後方2ケ所に同犠壁画茂サーピングテーブルE甲板エンジンケーシング後方露天に長さ7.500M,

‘澱け白色桧柾目の壁面とﾛ』水を卿たる黒色木彫との幅4.500M,深さ3.000M,談青色ダｲﾙ張りのプーﾙ
コヅトラスートに苦労した。サービングテーブルは中央部を設け，上部の周囲には幅0.800Mの歩路を設け周囲に
に長円形の大型のもの及周囲に計1噸の小形のものを配は真鋪ニッケル鍍管の手摺を設け前方室ケ所には手摺とR

圏し食卓は丸卓角卓合せて19報6人分を設け,家具類は‐同様の直立梯子を設けた。
凡て桜材磨仕上メタル物は色ラッカー研出し,椅子張り注水及排水口は下方に設け,筒水線附近には汚水排水

・ほｴﾝジ色モケットとし明快且褒華な感じを出している格子向を配置し使用時少量の注水にて汚水が常に排出出
・・正面中央の入口にはエントランス側に開き切りの黒漆来得る灘に考慮を払った。タイル張りも単調を避ける鎌

蒔絵の防火扉〔二枚開〕とメタルフレームの砺子入普通配色配合に苦労した。
0，

扉を設け，パンiリr-に通ずる戸口には壁仕立アラツシ8｡客室設備
ユの二枚開スイング扉が設けてある．'5．一等客室
塾5．1等スモーキングルームD甲板C甲板C,甲板特別室‘計

：臓人§|;|=｢;~|=罎
所

天井は白鋤§消し，庫面は赤白のチェス模撰ﾗvくり.ユ
ーム郷,_識に"_べｯ‘雷グを蝋意壁爾憾"縫目総人員識勇|Al薑|薑”ヘ
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f.其の他の諾室
船客サーピズルームとして写真現象室アイロン室，。

理髪室，レコードプレ髭一室,等も備えている。
9．乗組員室設備

．上級士官：9人〔9室〕
次級士官11人〔10室〕

吾
下級士官34人〔19室）’
普通船員104人〔27室〕・‐‐‐．・

上級士官及次級士官，下級士官並に普通船員の四階級
にグレードを分けゥ士官級の造作は凡て堅材ポリツシチ

も仕上，普邇鐇員のものは軟材を使用している。船長室は．
デコレーションバール並の織装とし謝長室，副紹長室,,‘そ
穰関長室,事娠室,船医室等は天井内張りを施し,床
面はラバリウム張りの上にフルカー目ペット敷きとし離医
室の他は寝室,事務室及シャワー叉はトイレツドルーム雪
を有している。″．

概して次級士官以上は一等客室と同程度以上，下級士
官はTOURIST程度のグレードとし家具類は凡て木製
にて蓉室と異り長椅子，書机，机上棚，本箱，肘掛椅子
箪笥等殻員居住室として,必要な造作一切を完備してv、
る。

普邇総員室は寝台は銅製とし定員め約半数の附属品付
洗面器及鏡等を備え，海上労働条約案〔シヤトルコン司曾＜
ンシヨン〕第75号〔船内乗組員施設〕に従い鋸員娯楽室一

ﾏン

~

TOURIST

場所c甲板
室收容人員3

室数、 8
收容人員計・型
ENTREPON'IR･

鯵所lcf"
讓濤|：
RATIONNAIRES

計B甲板

3

4－

12I 室
人
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６
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■
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板田
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7室

47人

灘 隙
収容人員|魂

計
０
０
■
Ｂ
■
凸
ｌ
■
０
日
■
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
１
１
口 478人

b.,~等客室及同通路_･f-aZ､''1咋罎＝，手"ワー緯～‐‐‐‐

‐凡て天井内張を施し特に通路部のものは諸管及電線等を有している。"．
&こ便なる様蝶番付開閉菱置と･し，床面は凡てラバリユー概して次級士官以上は一等客室と同程度以上，下級士
ム張6として室内にはｶーぺﾂﾄﾗグを敷く,使用家具官はTOURIST程度のグレードとし家具類は凡て木製一
は堅材ポリヅシユとし角窓には摺硝子入引戸及木製ベネーにて蓉室と異り長椅子，書机,机上棚,本箱,肘掛椅子
シアンを設け,舷窓には木製ベネシアンを設けた｡二重箪笥等殻員居住室として,必要な造作一切を完備してv、
寝台の上部のものは簡単に取外して単寝台となる漂にエる。
宍してある。其の他附属品は洗面器，箪笥兼用化粧卓，普邇飴員室は寝台は銅製とし定員め約半数の附属品付
衣服棚等を備え，衣服棚扉の裏面にはフルハイ‘トの鏡を洗面器及鏡等を備え，海上労働条約案〔シヤトルコン司曾＜
取付け，折畳椅子及寝舎梯予等を完備‘してある。特別室ンション〕第75号〔船内乗組員施設〕に従い鋸員娯楽室一

百屯もむ可

・には単寝台と寝台兼用の長掎子〔売れは蒲団粂用となる、の設備もあり居室の大さ及物入等も親則通りﾙご決定し，
様にした〕，肘掛椅子等を縮附属のトイレットﾙーﾑ船室“壁及内張りも核板の上にべﾆﾔ張りとし,筒密
を有している他は一等室と大慾同織である。。‐輪防止のため舷側内張りは凡てコルクセメント塗として

ある。居室として本船の異色は船主の意向4こ依り，濯台c，TouRIsTcLASssTATERoOM
単寝台’'二重寝台’，附属品付洗面器2，衣服棚3カーテンは凡て装備せず，入口カーテンは識客室及下級
折畳椅子渡台梯子等を備え衣服棚扉表面に取付のﾌﾙﾊ士官以上の室のみ装備す｡舷窓カーテンもゲｺﾚーｼﾖー
イトミラーは中央のもののみとせる外大体一等客室と同，ンパート以外には装備せず凡てベネシヤン（上等室は硝
様の設備となっている。．，子ベネシャン〕として居る。筒個人室には入口扉を半開
doENTREPONTPASSENGER'SROOYⅥした献態にて施錠し得る設備等参考になる点であろう。
c甲板鋪2船総区劃の右舷婿組立式の鋼製壁を以て作10．病室．治療関係諸室設備
り，疫台も凡て鋼製取外し分解可能なる様にし，救命胴病室は男子病室〔4入室〕婦人病室（･ﾕ入室〕男手隔 、

或棚は各ビーム間に設けビームより下に導設の邇風管は離病室〔，入室〕婦人隔離病室〔’入室〕謹聴病室〔'2
入室〕の計5室鋤設け，窪台は銅製白色ラッカー仕上と凡て取外し装置とした。
し殆んど単涯台になっている。附厩品付洗面器薬用棚g.RATIOMAIRE'S

C~r板の第二船鯰,A及B甲種の第1第2繩に設備舷窓ベネシヤ鐸を訓§し床面は凡てﾗパﾘﾕｳﾑ張り
し,薩台は凡て銅製二重渡台とし取外し分解可能なる溌調度品は一等客に準じて装術しておる。
にし,柱もスプリングにて上下に圧着し取外した楊合甲診察室及手術室V>両室悲床面ラバリウム張り，舷窓はむ‐

板面には何吻も残らない開こした｡救命胴衣棚及邇風管ペネシヤン付,家具は凡て堅材白ラツカ,一仕上どし,附、
等はENTREFONTのものと同巖にし黄物の場合鴫腐品付洗面鉢には温溝水､冷清水の供給及排水共足踏式

にて行う綴にしてある。
－3

寵を払ってある。
、
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両室に装備の主なる器具は，外科器具消毒器〔電気〕－，バチスリーにはアイ．スクリーム製匙銭11ケーキミキー謹菌水製造タンク,加里石崖精容液器〔足踏式〕硝子張サー1；ハムスサイサー1．
．器械戸棚,移動式器械台,硝子張ﾌﾗｽﾛ棚,足踏式汚流し場には球根皮鍵磯及清水温水ｼﾝｸ付流し台2個物投入識,書机,.机上棚，廻転椅子；附属品付手洗鉢，ガーベジシュート等を傭う。‐
硫子張り薬品及消耗品棚等とし，筒診察室には陰椅子，船員厨室，ラシヨネアーズ厨室，流し場，皿洗場も略同肘掛椅子等も備え，手術室には無影灯’廻転及上下並傾様の設備である。
斜等自由に操作し得る手術台，鮭張り長椅子等を設けて14．配膳室，哺種設備
ある。．．．．サロン配膳室には電気冷藏庫，皿洗機パーコレーダ． 111．理髪室

言，チョコレートポット，ミルク貯職器，ホツトプレス
、

c甲板左舷，エントランスに面し案内所と通路を隔て、トーろター'運搬用リフト等でその他一般のものは凡て ｜
難雫圭霧熊慧讓鰯篝繍更'酎鹿と露詩需學墜議鴬瀞と鼠
洗塞用樋，シヤ.ﾝプー金物付犬型洗面鉢,大型鏡,三面′他船客用盟板配膳室としてD甲板,C甲板に各一室宛－－
－硝子張り化粧品戸湖,消耗品戸棚,器具戸棚,布類戸棚琴客用,C甲板にTourist用として一室設備した。
等各2個宛｡電気タオール蒸器,．器具消毒器,大型戸棚Entrepcnt及Rationnaire食堂付皿洗場は冷織箱'・電気時計，キャッシュボックス，長椅子等各1個宛。小型電熱器の他一般配膳室並とす。

|‐を簔諜擬薑鑪淡駕撚鮮誇"網鰯騏鯨蝋鰐Tourisf凧各'掌で
､2浴室,…~,瀧雷賑,闘士鴬寵賎属員麗騰臺,瀧士"繕室憾麦鍾霧凧－1乗員衛生施設はシヤ1､ルコンペンションに合絡し得ると同穣程度に設備す。
崖設備した。．配膳室ほ何れ震も床面モザイクタイノサ張り，天井防滴用

船容用乗組員用計コルペインド塗装。.以上厨室’配騰室関係の各種綾器類
｜雪､,雪睾；：照辮評…州臺錘薙"“
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15．洗濯機室設備

アイロン磯械，洗溌機械，脆水器，糊製造機，汚染リ 蓮

ンネル蒸器，ソーダターシク各1個〔以上三綾工業製〕，
蒸気仕上磯1〔駕尾工作所製〕，仕上場の蒸気乾燥室は
乾燥架2個をレール引出式とし,-蒸気管及乾燥用給排気
管には考瀧を払った。本室使用の温水は単独系統で上部壁
甲板に大型カロリフアイア－を設備した。間C甲板にア
イロン室を装置した。

18．倉庫及冷藏壷等設備・

倉庫，要具庫等計57個鼎り特色あるものは火薬庫一三
第5紹総前方にあり鮠ロ凋壁及庫内全部を厚木板張にし
鋼材は一切露出せず,露天甲板より操作可能の応急注水
装置を設く･信管庫一航海船橘にあり庫内及天井には
防熱装置を施し天井よりシャワー式撒水装置を設けた。皇
上等ブドー酒庫一一B甲板にあり床面タイル張り,i

ブドー酒瓶を一本宛区切って並べ格納する.傾斜棚とし，
約800本の格納設備を設けた。

酒庫-B甲板,床面排水溝付タイル張り,2トン入
内面ホーヰー引酒タンク8個，0，5トン入4個造.配織し．
D甲板より穣込管を導き2トンタンクより順次0．5トン

I
Rxtionnaire以外は床面モザイクタイ,〃張り特に士官

及二等は高さ1米まで腰張りで浴室,‘シャワーにぱ天井
コルクペイン1．蓬謹と!>た。

13．厨室，バン嶢室，流し場設備
主厨室には油焚主蕪炊寵i,同用遙風磯2組，電気魚

饒テ藤鍵器各1，スープケツ1,ル2，ホツトプレス2，
万能調理磯ﾕ’以上の他冷撤滿,50ヰカ画ソフアイア弓一
等を設備す。、

パン焼室心油焚バン焼篭，同用法風磯，発酵梢各々2の

組宛。外に整理棚，大型絡納戸棚。バン製造所には粉裡
鰹〔電動3HD1,木製撞鉢1,パン戸棚,糊間,作業
･卓子等。
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17.繋留装置．
一般商船と大差な葺く電化されている本殻も.ウインドラ

ス，キヤプス.タンは蒸気式で,特別なものとして家;エズ
蓮河航行時の照明装置，水先監覗装置，フエアリーダー、

等がある。．．

18．荷謹一装置

‐

タシク1こ0..5.馬力,毎時1トンの電動ポ．ﾝブで移動小出
する巖装置し，溢出タンク，懲備手動ポンプ等を備え管
系一切はプ:ロ‘ンズニツケル銭とす。
日用糧食庫-B甲板。所要の格納棚以外にバナナ掛
コーヒー挽器〔電動了及同妙器，コーヒー箱，油酢及酒
等分配用シンク付スタンド等を設備じた。 F・－

冷藏庫一冷鐙庫の防熱は床面は30m癒室隙+2001rm
コルク板+20mm木板2枚斗鉛板+.30mmヅーダストセ
メント+20mmマグネシアセメント。夫井及周壁は外板
に接する部分には適当なる室隙を設げ20mnn木板+250
mmコルク板+25n:m木板+25mmマグネシアセメント
とし，コルク板はピッチにて煮詰め．各層にはビルディン
グペーパーを挟み，筒肉庫，解氷肉庫及魚肉庫，獣肉庫
の4庫は床面白色ﾀｲ．ル張÷す｡船主より指示されたる
保冷効果は非常に厳重なもので，各庫共所定冷却温函こ
達した後,ブライン循環を停正し24時間後下記の範囲以
上の温度上昇は許されないこととなっている。

T-tO

tγ一tO==-一9－

･t')'=機械停止後型時間後の庫侭温度
tO=所定の最低冷却温度

T=24時間採冷中のzF均大気温度〔簿建〕
筒冷封磯はﾕ台で全庫を24時間以呼こ完全に所定温度

に冷却可能なものであり55HP淡酸ガス式コンプレッサ
ー2台を有す｡各庫共庫内には十分なるブライン管及所
定の棚（銅製〕フック及自記湿度計，棒歌温度計，電気
式遠隔温度計等を蔵渡し〆r味板広陵庫は作謀所として
十分な設備?計量器,作業卓,チヨツピイングブロック
匁物棚等を完備した。扉には各庫共内外より開閉自由な

ものとし，牛肉庫,羊鳥肉庫には急速冷凍用室気循環通
風装置を塁備し,A甲板に自船用冷藏庫，ロビーには製

氷槽も設けた。筒庫内ブライン管には霜排除装置として

蒸気r砂叉をも考慮した。
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19：階段，舷梯等

階段は計57個，凡て火災を考慮して銅製で客用士官厩

は木板又はラバリユーム張り，傾剰は“･を目途とす。
舷梯は計8個,･之も凡そ銅製で踏板のみ木版とした｡播
容用は吃水変化に伴う傾斜に従い踏板が常mf永手になる
檬考慮した。

20．菫隔壁水防扉装蓄．‐
スルース扉は第一罐室前方及第二罐室前方，穫域室前

方及後方の4個所にあり，扉広操作装置はOﾓtOと'tone

式で船橋操舵割こある管制器により自由に操作し得る穣
にしインディケータ一ランプ，シグナルベル，蒸気ｽﾄ

ﾝーポﾝプ;扉の場所に於ける切換ﾊﾝドﾙ,誰臓装置
として人力装置等を完備した。

‐、

21,逼風及諸管装置

ac通風装極一如何なる天候条件でも完全換気可能な
る糠シヤトルコンベンションの要求を満すため自然及溌
力通風装置を持ち；国際安全条約のため防火区捌を貫通
する通風管をなくすたば磯ﾅﾌ邇風磯は33告の多きに達し
た｡一二等食堂,,毒厨室,洗溌磯重，サロン配膳室}菩薩助
給排気を。船客室，エントランズ，移民区劃’乗員室
病室，配勝室，糧食庫，磯篭室に磯動給気を。浴室瀧面
所,便所,通路各種倉庫は磯動排気を完伽した｡換気回
数は毎騰,居住室,食堂,配膳室等は'5回。厨室'洗濯
磯置等は40回，移民区釧7回，諸倉庫6回，浴室便所等
は20回。

b.諸管装置バラスト管，ピノヴジ織測鮠管，室気
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抜管等は普邇通りである。

海水管系一-E甲掘重突髄に4.5T重力タンクを有
しサニタリー関係は特に変ったものはなfが,渭防管は

、
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､時に国際安全条約の要求により配置したため泉一議手救命艇騨竝ｴﾘﾝ式ｸｵドﾗﾝﾄダビｯﾄを配置し，.ぼ54個所,ホースはリーj〆に捲き瘍所に応じｹーｽに牧1組のダピﾂｫに2列に並べられた艇は鋼製ﾚーﾙ上を字
･I

あた°電気冷藏庫及冷水製造器用の冷却水は独立の系統ｺﾛ付架台で鋤する様にし,4隻の小型艇はｽﾜﾝﾈー
、

で要求永量を計画したも・ツクダピツトで吊られ;ている656人乗大型救命浮器は佛真永管系一一艘冷清水はE甲種に4T重ﾂ1ﾀﾝｸ。国独自の銅製シリンダーを組立てたもので重量約1.3T
ター◆

琴．軍甲抜上の士官居住区用は別に重力ﾀﾝｸを設けた｡異り甲板船尾架台上に設備し急速落下しうる蟻にしてあるも
色あるものとして冷水管系があり重力ﾀﾝｸ下部Iこ圧力＝･‘3謹關-艤装、‐誼ﾝブ室を設け細菌漉過器に電動で圧ガをかけ澱過した、水をフロートタンクに導きフロートでポンプを制禦し所

瀦嚇零いた。濡蕊鰐蝋耀蘇嫡磯三螺温水管泰-楼鐡室内に力｡ﾘﾌｱｲﾔー;プレツシしたもので,建造が古いので特に目新しし機織はないが

':蕊鍵蕊蕊;。ンプは蒸気式にて圧力槽圧力21ig/Cmaを保つ様蒸気をた｡"大体広驍関要目等は次の通り。'1

コントーロールする嫌にした｡清水ポンプ2台,蒸気ビス‘全機械3遁成ピストン磯城2台｡大さ622×'020×、ン式；遁睡/時,圧力タンク1基，容積650立，圧力2′‐
"kg/Cm2,循蕊ポンプ3台,電動セントル式2&慰畷・細・il670/i200mmo出力及毎分回数7,0001.H.P×100(定
汚水及汚物排出管－－膳に変ったものなく．厨室関係，宝汽罐舶用円溌〔過熱器及び室気譲熱器付〕6台，冷職庫関係のｽｶﾂパーは完全臭気及室気ili沈特種な.大さ直径5$333mm,×答板間長3)600×噴燃器数4･金物を設け,舷外辨関係は規則通りの所要箇所は三重遡〔'罐につき)。受熱面積雛324m雪×過熱器150mg<],止辨とし，シヤトルコンベンションの要求に馬より普通雛識につき)。蒸気圧力及温度14kg/cmg×300｡C員居住区の各室及通路には汚水排水金物識けた。

鱈菫蕊夛篭驚撫撫灘駕推謹器剛卿鋤武,鱈｡…，ゞ主復水器冷却面蹟350m2
』

室にも備えた。大体室容調と放熱面積どの比は浴室糎所． 4,800×5i520mm

関係は80:1,層住室は錨:1位である｡雑馴蒸気管睡圧鍵開室補機復水緬は主循皇ポンプ21抽気ボンブ"4kg/cm2,晦房管とほ全然別系統で，厨室，配膳室、2，補助復氷器1;補助柚気及循還ポンプ1。給水系哺育室のシンク，パーコレーター，チョコレートポット 統は主給水ポンプ2，補助給水ポンプ1，雛水循環ボ毎ミルクプリサーバー，スープポイラー，バン寵室のブレ ンプ2,給水加熱器'･潤溜油系統は潤滑池ボﾝブ2
ツドフルーバー,皿洗機,淵溌磯消毒タンク，髄力油冷却器1○燃料油系統は重油噴燃ポンプ21重油鯵
夕壱ﾝ〃の凍緒防止加熱管,燃料油タンク加熱管,各獅 動ポンプ1，残油ボンプュ，亜油加熱器2，そのｲ吐捕

、

預火J鱒に導いてある。 蹴樫誠として各添装､ﾉ→．……‘、－－‐．_…ー ‐…"‐

圭汽罐舶用円溌〔過熱器及び室気譲熱器付〕6台,
大さ直径5$333mm,×管板間長3)600×噴燃器数4.
〔1罐につき)。受熱面積雛324m国×過熱器150mg<],
縦につき)。蒸気圧力及温度14kg/cmg×300｡C
主復水器冷却面蹟350mg
推進器円弧断面4翼組立式2箇・直径及ピッチ
4,800×5i520mm

機開室蘓機復水系統は主循皇ポンプ2,杣気談ﾝブ
2，補助復氷器1;補助柚気及循還ポンプ1。給水系
統は主給水ポンプ2，補助給水ポンプ1，雛水循環ボ毎
ンプ2,給水加熱器'･潤溜油系統は潤滑池ボﾝブ2
油冷却器1°燃料油系統は重油噴燃ポンプ2，重油鯵
動ポンプ1，残油ボンプュ，亜油加熱器2，そのｲ吐捕

、

蹴樫誠として各種ボﾝプ,通風感,清水加熱器,蒸化
器,義掴器等．

甲板鋪機杢撫縦磯〔クオ,ドラント〕補助操髄渡〔ネ
ピア･〕，揚負磯2t×1,2..5t×8旋回揚貨磯班動式
3t×10,場錐磯蕊船磯CO製式冷簡溌鰯。

‘4電氣艤装

1.配電方式動力照明共に直流110V,簿線式を採用．
別に船内邇信装濯用として直流24V,鋸内拡声装薇’f
電気テレグLラフ，ラジオ用に交流単相50サイクル’00
Vをも併用。

趾

ものを備えた。

E甲輝D甲板2
卜 〃 2 や

〃1

．〃1

，甲板13侭
〃ノ2，
G.

ｲ胸個,､大人用救命胴衣
&輔鐡癒倫研に設ける。筒

’
I

、
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2.電源装蓋主発電磯（撲滅室〕直流ユ10V100KW約通りそのままを踏襲している訳ではないが本条約の錆｡B

複巻4基。〔原剛溌はし．シプロ〕･非常発電磯(E甲祁は十分に章重され実施してある。以下簡単に本謡の防
板〕直流110v,5IEw複巻1基｡、蓄電池(E甲板〕火消火設備について説明しよう。、
24V120AH2群。交流発電磯(A甲板〕単相50炎イ本殻は定員36人以上の客船であるから第25条第1項に
クル105V7.5KVA2基。（原亜機は直流電亜溌内1依り安全条約D部「居住区劃及び旅客乗員用諸室に対す

、

台は罐備〕る防火」の適用を受ける。即ち便所浴室等の事実上火災
3.照明装置一般灯,客室灯,験粧室灯,荷役灯,常発生の危険なき鰄を除き旅客用の懲囲箇所内には自働

r-火災警報器を備えて火災の発生を鉛橋に邇報する如く･な
夜灯の各系統の他に直流24V用非常灯系統がある。、
4動力装置.甲板磯械は電動起重機〔旋回6.a=IP捲揚っている｡本譜はRitchAudio装置及電気逼報器により
20HP)10台｡電動捲臘磯37HP8台α端艇捲援磯"Y-YPこの自的を達せしめた｡叉第25条第2項に防火方法の三
1台｡船内邇風磯は(1HP~10HP給排気共)33台。種類を規定して居り，その第一法又はそれ等の混用を規
憲微磯城,洗瀝磯城,重油ﾚﾝジ遙厘磯蕊芽蔑芋…定している即ち第一法は米国で発達した防火方法動つ
皮ﾑｷ磯:その他合計約50台,電熱約30台｡磯減室補で不燃性材料を使用する｡第二法は英国で発差しな方法
磯は錨迭風磯5ZIP4台〔内2台遜備)罐循環水ボンで所謂Sprinklersystemを採用する｡第三法は欧洲

、プ7HP2台｡サニタリーポンプ16HP2台｡工作磯汰陸で用いられる醗囲区劃の性質に応じてfireresistig9
5HP1台。冷湧濃はコンゴ肱ツサー55HP2台。冷却、bulkhead(A級）とfireretarE'ingbulkhead(B級)･
水ポンプ，その他5台。総計約ﾕ30台。を混用し火災の延焼を防ぐ方法とあるが，本船では主に、
5.譜内逓信装置電気式テレグラフでエンジンテレグ第三法に依っている｡衆知の如く佛国は撫舶火災には苦
ラフ2組アンカーテレグラフ1組，ドッキングテレグ．い経験を持っており，船舶防火に関しては非常な注意を
ラフ1組，ステアリングテレグラフ1組，舵角指示装・し，施行にも厳密な捻査を行う｡全材料に対し不燃性の
置1組。電圧式主磯回転速度計2組’自動交換式電話ものを使用することが出来れば之にこしたことはないが
装霞25,及5回線2組，高声電話6系統,呼鈴装置15現在の日本の段階では望むべくもないので，戦後佛国で
系統,火災報知藤8系統等・建造され度々日本にも来航するマルセーズ号と，同等の

6繊海装置磁気羅針俵3基,測深儀嘘歪式及手動)practiceを取った次第である。
各1基。測程縦,_A級防火隅壁及B級防火隔壁の使用に関しては同条約
7.無線装置中波邊信機･"]500W蝋短波送信磯にも規定されているが,A級も級の各種防jk隔壁鯉造反
同ﾕ基。中波送信麓"]50W1基。中波短波緊信磯各使用方法は別図の通りであり，又同条約第28条第1項及
1基。以上は附厩機器共一緒に組塾んだラック型リモ鋪2項に規定されたる鍼ぐA級防火壁により第1より第
一トコントロール式。この他，自動警急受信磯，方向5迄の長さ40米を超えざる5つの“mainverticalfire
探郷磯各1台。zoneに分割され》:ているα之等のvertisalzoneに分つ
8.船内擴麓装置本船には熊舶用として稀な出力,管防火隔壁は使用箇所によりAl~A聖の構造とし略々際壁
制方式の優れたもので，海図室，代書室，レコー踵，甲板(B甲板〕の水密孵壁と同一線上に配置し，甲板の
の3ヶ所で管制され，系統別に適宜の放送が出来る様上下に於て同一線上に配するこ｡とが出来ない場所では食
になっている。、逢った部分のみA6～A7の天井防火構造を施しそある。

maiinvertical.firezoneを貫通する通路には別図の如

5國際海上人命安全條約を適用したるきA型防火扉を附して通常は閉放し火急の場合に閉鎚し
て延焼を随I上ずる。mainverticalfirezoneの内部で

本船の防火工事（グラピヤ21頁参照） ・はB級防火壁こより120蝉以下に分割舷閥され火災を小
や

本条約は1948年4月ロンドンの会議で著しい改訂を加区劃に食止める糠考慮されており,D甲板一等蓉室の如
えられ，中でも防火，消火に関しては従来明碓な規定がきも図示の如くB3壁により囲まれ各容室の出入口扉も，
なかったが，ロンドンコンベンションに依て可成り明細B8扉であり之が閉鎖の場合にはB3壁とニッケル銭の
な点に迄規定されることとなった。新条約はi951年から爽鋳板不燃性メンバーにより漣続防火壁を織成する･
有効になることに参っている。本船の防火，消火設備は遡到管も極力mainverticalfirezone内に於て独立・
欧洲時に佛国に於て建造された客船のpracticeによりフしたものとし，トランクがfireductにならぬ様シヤツ
ランス案を主体に設計施行されているので必ずしも本条ターの装置を所要の場所に設けてある。又リフトも各闘
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ロ鋼撚当防火扉を附してある｡階凄は凡て銭製でc甲な熊遥を損ずること及びメタルベトンの力〈性塗料と表面
嬢1等蓉室区劃よりE板上こ抜ける廻り階段を始めとし仕上り面の油性ペイントとα塗裟のためにベニヤに歪を
1，2等客室及び士官区劃内の謄段は凡てB級隔壁内に来すおそれのあったこと等にっﾙ､.r愼重各種の試験とエ
懸壼懸躍欝鶏擬態熊驚赫鑿辮磯鑪鷺鯛;；いる。

する．ために重量軽減を要する部分にはmineralfeltを使
、謹城室，罐室，砿口の匪壁及主要倉庫の匪壁等の防火用した｡(各部図及全体装厩図はグラピヤ22頁を参照のこ
も夫々適切に図示の如く施されている。海図室，無線室と．尚防火扉写真は本誌前号20頁参照）
無線用電璽磯室，磯城室配電盤にはCO圏式消火器を設置.6〆結するも他は凡て泡沫式消火器を各室各通路適宜の場所に 言

撫驚蕊驍蕊鯛乎鰯襲露騨繍鱗;獺墜職されたが'縦灘大蕊毒総“
形成する泡沫発生装置を設けている｡消火管系には常に‐本船が蓋し戦後の最初ではないかと思う。約3年間,坐
総合されたるホーズ及ノヅルを設備したホースレセスを澱'水蔓し；となっていた本船の原状を調査判明せしめ，
穀け，常時赤ランプを点じて位置を明示しており',又貨・之に効果的な改造を施して若返らせる事は実に興味津々
戦附喰には蒸気消火管も導入し工ある。~たるものがあった。本船はB.V.入級工事を全部施行完成
筒本船の木工識装施エに当っては漉認出来る表面仕上して佛国に帰還の上入級手続をすることになっている。
りの部分を除きあらゆる根太,補耐,ぺﾆﾔ裏面全部、立上りつつある日本造船界の技術の真価が海の彼方にま
に亘り不燃性ﾒﾀﾙべﾄﾝ塗料を塗装せるものを使用しで認められ/ることを希念して止まない。
てある。之は引火に極めて有効であることが分った。各本船の完成に当り御指導を賜ったC.P.C.,迩獄省’
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